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　凡例等

　　　本＝　本掲事業

　　　複＝複数箇所に該当する事業   （同一事業の２ヵ所目以降の掲載は事業名、所属のみを記載）

　　　※再掲事業については、当取組一覧では省略



①音楽によるまちづくり

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
音楽のまちづくり推進事
業

多様な活動団体等と協働・連携しな
がら、誰もが身近に音楽を楽しめる環
境づくりを進めることで、まちに音楽が
あふれる市民の豊かな心を育み、活
力ある地域社会づくりを進めます。

■「音楽のまち・かわさき」推進協議会事務局機能を川崎市文化財団へ統合した新た
な運営体制による事業展開への支援を行った。
■「かわさきジャズ」は、ジャズを通じてさまざまな出会いと交流の機会を創出するジャ
ズ・フェスティバルとして、9月から11月にかけて、ホールで開催する音楽公演に加え、
フリーライブなどの地域連携プログラムや人材育成プログラムなどを実施した。（入場
者約14,000人）
■「交流の響き」は、9月25日（土）、ミューザ川崎シンフォニーホールで、地方新聞社
主催の音楽コンクール上位入賞者及びミューザが実施する講座の優秀受講者の計
11名を迎えて開催した。（来場者400人）
■「アジア交流音楽祭」⇒中止

■「音楽のまち・かわさき」推議会事務局を川崎市文
化財団と統合することで生まれる効果を検証し、そ
の相乗効果による事業展開を支援。
■「ジャズは橋を架ける」をテーマに音楽公演、人材
育成、地域連携を柱としたプログラムを開催
■4月22日、23日の「アジア交流音楽祭」において、
商店街や関係団体等と連携した音楽ステージの実
施
■9月24日、「交流の響き」の開催

■各事業とも来場者や参加者は同程
度で推移しているものの、より広い世
代の方が興味を持ち、多く来場される
ような工夫が必要とされている。
■地域での音楽事業を支える人材の
継続的な育成が求められる。

■H30に「音楽のまち・かわさき」推進
協議会事務局が川崎市文化財団と統
合したことによる、両団体の強みを活
かした事業展開を支援する。
■各事業において改善を図りながら、
今後も多様な主体との連携を強化し、
幅広い世代の市民が音楽を楽しめる
環境づくりを推進することで、心豊か
な活力ある地域社会を実現し、魅力を
発信していく。

市民文化局
市民文化振
興室

②映像によるまちづくり

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
映像のまち・かわさき推
進事業

市内の映像資源や企業・団体等と連
携し、川崎の魅力を発信していくとと
もに、青少年が映像等に触れ、学ぶ
機会を増やすことにより、将来の映像
文化の担い手を育てていく。

■小学校での映像制作授業や寺子屋等での映像制作ワークショップ、市民館でのシ
ニア向け映像ワークショップへ講師派遣等を行い、映像制作を支援した。合計4件
■「映像のまち・かわさき」推進フォーラムの全体交流会では、コロナ禍での情報発信
の変化を紐解くオンライン講演会を開催し、関係者への情報発信と連携の強化を図っ
た。（参加者85名）
■文部科学省が推進する「土曜学習応援団」に登録しＨＰへ掲載するなど広報を行っ
た。
■地域の企業や団体等と連携し、「かわさきシネマアワード2021」を開催し、1,069名の
応募があった。
■川崎市映像アーカイブを運用し、周知と活用のための映像を制作し、サイトで公開
した。アーカイブ映像を市内外へ貸出しテレビ等で放映されるとともに、「かわさき若者
会議」と連携した映像アーカイブ紹介動画作成や、福祉施設での上映会を実施するな
ど、活用を行った。

■学校や地域での映像制作活動を支援し、映像を
身近に感じてもらえる機会を提供する。
■地域の企業・団体等と連携・協力し、市内各所で、
映画・映像関連イベント「映像のまち・かわさき」フェ
スティバ」ルを実施し、情報発信に努める。
■「映像のまち・かわさき」推進フォーラムの活動広
報の強化を図り、教育委員会や市民への情報発信
と連携の強化を図る。
■川崎市映像アーカイブの安定運用と活用の推進。

市内の映像資源を活用した取り組み
を実施するにあたり、関連する企業や
地域団体が相互連携を図ることで、さ
らなるまちづくりの推進につなげること
が課題となっている。また、こうした取
り組みを持続可能とするためには、行
政のかかわり方や「映像のまち・かわ
さき」推進フォーラムとの連携がより一
層重要となっている。

「映像のまち・かわさき」推進フォーラ
ムの活動支援を行い、引き続き様々
な映像資源を生かした取組を行う。ま
た、本市の映像資源を活用し、「映像
のまち・かわさき」のさらなる周知を図
るとともに、映画・映像関連イベントを
実施することで地域活性化を図る。
・映像に関わる人材育成のため、学校
への呼びかけ、地域の呼びかけ、映
像制作授業やシネリテラシー教育など
内容の強化を推進する。

市民文化局
市民文化振
興室

　文化芸術の取組を市民の生活の中に浸透させ、まちづくりにつなげることにより、人々の生活に潤いの溢れる、住む人にとっても、訪れる人にとっても魅力的なまち「川崎」を創造していきます。

　多様な団体等と連携して老若男女、様々な環境の人が身近に音楽に親しめる環境、演奏できる環境を創出することにより、市内各地で培ってきた音楽によるまちづくりの裾野を広げていくとともに、ミューザ川崎シンフォニーホールを中心と
した良質な音楽の提供を行っていくことにより、国内外に「音楽のまち・かわさき」の魅力を発信していきます。

　映画大学や４つのシネコン等、市内にある映像資源や企業・団体等と連携し、川崎の魅力を発信していくとともに、子どもや若者が映像等に触れ、学ぶ機会を増やすことにより、創造性を伸ばし、将来の映像文化の担い手を育てていきます。
　また、川崎の歴史や文化芸術に関する映像資料をアーカイブ化し、川崎の近現代の姿を記録するとともに、地域の歴史を知る資料としての活用を図っていきます。

第２期川崎市文化芸術振興計画の体系
基本目標1　文化芸術や地域の特性・資源を活かしたまちづくり

　本市には、様々な文化芸術分野で活動する人や多くの文化関連施設、教育機関があり、豊富な資源を活かしたまちづくりが可能となっています。南北に長い地形の中には７つの区があり、それぞれの地域において特色のある伝統的な文化
芸術が受け継がれており個性豊かな地域性を有しています。
　本市では、音楽や映像をはじめとして、歴史や伝統文化、若者文化など、市内の文化芸術資源を活かしたまちづくりを推進するとともに、これらの魅力を積極的に国内外に向けて発信し、市民の地域への愛着を増進するとともに都市イメージ
の更なる向上を図ります。

施策1　文化芸術を活かしたまちづくりの推進



③アートのまちづくり

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
「しんゆり・芸術のまち」推
進事業

新百合ヶ丘駅周辺に集積する芸術関
係のさまざまな施設や人材などの地
域資源を活かし、事業者、教育機関、
市民、行政等の連携により、「しんゆ
り」を中心とした活力ある地域経済の
創造、豊かな地域社会の実現と芸術
を通じた幅広い効果を追求する「しん
ゆり・芸術のまちづくり」の取組を区全
体に広げ、「芸術・文化のまち麻生」
の確立を目指す。

■「しんゆり・芸術のまち」ホームページやソーシャルネットワーキングサービスによる
情報発信によって、区内外に芸術・文化のまちづくりの情報発信を行った。
■「しんゆり・芸術のまち」ホームページにおいて子ども向けイベントを探すことができ
るバナーリンクの掲載等改修を行った。また、麻生区ゆかりのアーティストと市民の
マッチング機能を担う「しんゆりアートナビ」を、双方が利用しやすいようリニューアルを
行った。
■アルテリッカしんゆりやkirara@アートしんゆり等地域の芸術関連イベントへの支援
を行った。
■「あさお芸術・文化交流カフェ」を開催し（２回・延べ87人出席）、区内の芸術・文化団
体の情報交換や交流を図った。また、全体交流会「カフェ・グランデ あさお」を開催し、
幅広い世代に区内の芸術・文化活動の情報発信を行った（無観客開催）。
■新百合ヶ丘駅南口バスターミナルでの柱巻き広報物の掲示を行い（２回・約２か
月）、新百合ヶ丘駅周辺の芸術・文化活動の周知を図った。

■「しんゆり・芸術のまち」ホームページやソーシャル
ネットワーキングサービスによる情報発信
■アルテリッカしんゆり等地域の芸術関連イベントへ
の支援
■「あさお芸術・文化交流カフェ」（2回）及び全体交
流会「カフェ・グランデ あさお」（1回）の開催
■アートセンターとの連携強化
■新百合ヶ丘駅南口バスターミナルでの柱巻き広報
物の掲示（２回・約２か月）

■地域の諸団体の連携による芸術の
まちづくりに資するイベントが継続して
開催されてきている一方、更なる地域
活性化や地域ブランド化に向けて、地
域で活動する芸術・文化団体や新た
な民間団体等の集約した情報発信が
求められている。

■区内の芸術・文化資源を生かした
地域活性化や地域ブランド化に向け、
集約した情報発信や芸術・文化団体
の交流・連携を引き続き推進するた
め、本事業を継続していく。

麻生区役所
企画課

本
ＫＡＷＡＳＡＫＩしんゆり映
画祭野外上映会開催事
業

自然豊かで芸術・文化の香り漂い、新
たな故郷が感じられるまちづくりが望
まれているなか、麻生区に定着してい
る芸術・文化資源「KAWASAKIしんゆ
り映画祭野外上映会」を有効に活用
して、「ふるさとあさお」、「芸術・文化
のまち麻生」を提供する。

■8月に開催予定だった野外上映会の代替上映会で「パンダコパンダ」シリーズを上
映し、222人が参加

■百合丘小学校にて野外上映会の実施（R4.8.20予
定）

■転入・転出者も多い中で、芸術・文
化を通じた更なる地域住民の交流が
求められているほか、新百合ヶ丘駅周
辺で開催しているKAWASAKIしんゆり
映画祭の事前周知という観点から継
続して事業を実施する必要がある。
■芸術・文化のまちづくりを区内全域
に広げていく観点から、新たな開催会
場等について検討する必要がある。

■関係各所と調整しながら、開催会場
等検討を進める。

麻生区役所
企画課

　音楽大学やホール、映画大学、アートセンター等の文化資源が集積した新百合ヶ丘周辺地区を中心に文化芸術を活用したまちづくりを行うことにより、人々が集う魅力あるまちを形成します。
　また、文化芸術の振興を支えるボランティアを育成することにより、持続的な文化芸術のまちづくりに取り組んでいきます。



①街道筋の文化芸術を活用したまちづくり

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

複
地域資源を活かしたまち
づくり事業

市民団体と連携し東海道川崎宿や産
業文化財等の地域資源を活かして地
域活性化を図る。

■東海道川崎宿を活かした地域活性化組織（東海道川崎宿2023）の運営（定例会8回
開催）
■東海道川崎宿起立400年を見据えた取組（川崎宿起立400年プロジェクト推進会議
総会１回、企画運営部会3回開催など）
■4月に「東海道川崎宿2023まつり」を開催（来場者約９５０名）
■コロナの状況を鑑み、大師サマーフェスタの開催を見送った。
■「東海道川崎宿スタンプラリー」を開催予定ではあったが中止した。

■大師サマーフェスタの開催
■東海道川崎宿フラッグの製作
■「東海道川崎宿2023まつり」等のイベント開催
■狂言鑑賞教室の開催
■次年度の東海道川崎宿起立400年を見据えた取
組推進

■2023年へ向けた事業推進ロードマッ
プに基づく取組と、推進体制のあり方
を含めた事業展開

■「東海道かわさき宿交流館」の運営
及び展示等の充実
■東海道川崎宿等の歴史・文化を活
かしたまちづくりの推進
■東海道川崎宿起立400年を見据え
た事業推進ロードマップに基づく取組
の推進
■令和5（2023）年の「東海道シンポジ
ウム全国大会」の区内開催に向けた
調整

川崎区役所
企画課

複
大山街道周辺整備活性
化事業

大山街道の歴史的資源を保全活用
し、地域活性を図るための行政計画
「大山街道マスタープラン」を推進す
る。

■TABI-MICHI FES in TAKATSU（3月27日）

■大山街道アクションフォーラム2～3回開催
■多世代交流・地域交流促進・大山街道ふるさと館
の活用イベントの開催

■広報誌）、facebook等を通じた情報発信

大山街道を核とした具体的な地域活
性化策の実施及び歴史的な資源を生
かした環境整備を通じ、交流人口を増
加させ、商店街やコミュニティを活性
化させることが課題である。

引き続き、大山街道アクションフォーラ
ム運営委員会を中心に事業を推進し
つつ、新規委員の獲得や大山街道ふ
るさと館との連携促進を支援する。
また、マスタープラン計画期間終了を
迎え、今後の事業展開について検討
を行う。
新型コロナウイルス感染症の影響を
受け、飲食中心のイベント開催が難し
いことから、令和4年度から開始する
提案募集制度を継続する。

高津区役所
地域振興課

②生田緑地を中心とした地域の魅力の発信

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 生田緑地整備事業
優れた自然環境の中にレクリエーショ
ン施設や野外博物館等が立地する多
様な総合公園として整備を進める。

・生田緑地の植生管理計画の作成に向けた調査等を行った。
・クイズラリーや食の祭典など各種イベントを開催した。
（具体的な取組は、⑨【横断的な視点１】に記載）

・東生田２丁目地区整備基本構想策定
・植生管理計画作成に関する調整

・生田緑地の整備においては、緑地内
活動団体や地元住民等の関係者が多
く、調整等に時間を要する

引き続き、生田緑地ビジョンと連携し
ながら、緑地の魅力や利用価値を向
上するための整備を行う。

建設緑政局
みどりの保全
整備課

　　市内には、東海道のほか、その脇往還としてにぎわった矢倉沢往還（大山街道）、中原街道等が横断し、その宿場町や渡し場等、街道沿いに現在の街並みの原型が形成されてきました。それら街道筋の文化芸術を後世に伝えるとともに、
それらを活用した魅力溢れるまちづくりを行っていきます。

　生田緑地には、豊かな自然と、多くの文化施設があります。これらの資源同士を結びつけることにより、生田緑地を中心とした周辺地域の魅力発信を行っていきます。

施策2　地域資源を活用した特色ある文化芸術活動の推進

　多摩川に沿って南北に長い川崎では、それぞれの地域において特色のある文化芸術や伝統芸能が育まれてきました。また、近年では産業の発展とともに企業が発信する文化等も生まれてきています。
　これら、地域に根ざした川崎独自の文化芸術を活用したまちづくりを進め、魅力の発信を行っていきます。



③多摩川を活用したまちづくり

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
多摩川景観形成推進事
業

多摩川景観形成ガイドラインを活用
し、周辺の自然環境と調和した魅力
的なまちづくりを推進する。

景観計画の届出業務等において、ガイドラインに基づいた景観誘導を行った。
景観計画の届出業務等において、ガイドラインに基
づいた景観誘導を行う。

継続実施

景観計画に基づく届出業務や地区計
画の形態意匠条例策定･届出業務の
機会を捉えて、「多摩川景観形成ガイ
ドライン」を活用した景観誘導を行う。

まちづくり局
景観担当

本
多摩川エコミュージアム
プラン

二ヶ領せせらぎ館、大師河原水防セ
ンターを中心に、新多摩川プラン等に
基づく「憩い・遊び・学ぶ」場の創出を
目指す。

■二ヶ領せせらぎ館の管理運営について、写真・絵・工作等の企画展示（通年　同館
内）、環境学習等への支援を行った。年間来館者30,720名
■大師河原水防センターの管理運営について、環境・歴史に関する写真等の展示や
自然の素材を用いたクラフト作り（通年　同館内）等を行った。年間来館者名15,211名
■多摩川の資源を生かした環境学習に取り組んだ結果3,301名の参加があった。

■桜のコンサート（3/25実施）、多摩川水辺の楽校シ
ンポジウム（2/11実施）を予定。
■丸子の渡し祭り・多摩川で和むe体験（10/2実施）
■二ヶ領せせらぎ館の管理運営について、各種イベ
ントの実施や写真・絵・工作の展示（通年　同館内）
等を行う。また、洪水の歴史などの自然・文化的な資
源を用いて情報発信を行う。
■大師河原水防センターの管理運営について、環
境・歴史に関する写真等の展示や自然の素材を用
いたクラフト作り（通年　同館内）等を行う。また、干
潟などの自然・文化的な資源を用いて情報発信を行
う。
■市民団体との協働で、多摩川の文化的な資源を
生かした環境学習に取り組み、市民・企業・学校等
からのニーズに積極的に応えていく。

　事業を継続させていくための市民団
体の年齢層が高齢化しているため、
次世代の担い手の育成が課題となっ
ている。

　新多摩川プランに基づいて事業を推
進し、特にふるさと資産・遺産活用事
業に係る渡し場イベントについては市
民団体や企業との連携を深めて、事
業の更なる活性化を図る。また、シン
ポジウム等の情報発信にも併せて取
り組み、多摩川に関する文化的な知
識等を次世代につないでいく。

建設緑政局
みどり・多摩
川協働推進
課

本
多摩川環境啓発展示事
業

多摩川に生息する魚類を水槽で飼育
し多摩川を身近に感じてもらい、区役
所を安らぎと潤いのある環境とする。

・水槽２基を設置し、多摩川に生息する小型魚、中型魚を展示。
・多摩川を身近に感じられるよう、季節に応じた看板や魚の解説板の表示のほか、
ホームページの更新、チラシの配架を行った。
・親子連れや保育園児などが水槽を覗いている姿が良く見られ、多摩区の自然への
理解を深めるとともに、区役所を身近に感じるきっかけの一つとなっている。
・多摩川で釣り上げられた黄金ナマズ「たまずん」を、10～12月に区役所1階アトリウム
で展示するほか、1月に多摩区特別住民票を交付するなど多摩区の魅力発信につな
げる取組を行った。

水槽２基を設置し、多摩川に生息する小型魚、中型
魚を展示。
多摩川を身近に感じられるよう、季節に応じた風景
看板や魚の解説板やちらしの配架、ホームページの
定期更新を行う。

より効果的な維持・管理。 継続実施
多摩区役所
企画課

複 高津区役所まちづくり推進部企画課

　多摩川は川崎の文化形成や生活・風俗に大きな影響を及ぼしてきました。将来に向け、多摩川の景観を守っていくとともに、多摩川を活用した事業や渡し場等の歴史を伝えていきます。

大山街道周辺整備活性化事業



④地域の伝統文化や文化財を活用したまちづくり

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
ＫＡＷＡＳＡＫＩしんゆり映
画祭事業

「市民（みんな）がつくる映画のお祭
り」として、新百合ヶ丘駅周辺地域を
中心に映画祭を開催し、地域住民や
企業の協力で芸術のまちづくりを進め
る。

■「KAWASAKIしんゆり映画祭」の開催を支援し、市民参加による芸術のまちづくりの
推進を図った。来場者実績：1,159人

■「KAWASAKIしんゆり映画祭」の開催を支援する。

■市民が文化芸術活動に参加したり
文化芸術に触れたりする機会を提供
し、地域に根ざした文化活動を育て発
展させていくことが課題となっている。

■「映像のまち・かわさき」の取組と連
携し、引き続き、映像を通したまちづく
りや地域の活性化等を推進していく。

市民文化局
市民文化振
興室

本 川崎地名研究調査事業

市内にある地名についての調査を行
い、地名の真の由来等を明らかにし、
市民の地域に関する関心と愛着を深
めさせ、併せて地名という文化の継承
を図る。

■書籍「川崎の町名」改正に向けた調査研究（川崎区・幸区・中原区）を実施した。
■市内各所でかわさきかるたの販売を行ったほか、大判カルタの貸し出しを行った。

■書籍「川崎の町名」改正に向けた調査研究（高津
区・宮前区・多摩区・麻生区）を実施する。

■市内各所でかわさきかるたの販売を行ったほか、
大判カルタの貸し出しを行った。

■地名研究の担い手である日本地名
研究所の構成員の高齢化とそれに伴
う活動の継続性の確保

■日本地名研究所の運営体制の強
化について研究所と協議を行ってい
く。

市民文化局
市民文化振
興室

本
日本地名研究所補助事
業

古い地名・町名の由来を明らかにし、
その土地の原風景や歴史と結びつい
た地名の重要性を全国に向けて発信
する日本地名研究所を支援し、地名
という文化の継承を図る。

■全国地名研究者大会（5月22日　川崎市　参加者100名）は地名研究者の貴重な意
見交換の場になった。
■「日本地名研究所通信」の発行(99・100号)や民俗地名語彙辞典編集作業によっ
て、全国に向けて地名や風土についての研究成果を発信した。
■『地名と風土』第１５号の発刊

■全国地名研究者大会の開催(11/19　福井市）
■「日本地名研究所通信」の発行
■『地名と風土』第１６号の発刊

■地名研究の担い手である日本地名
研究所の構成員の高齢化とそれに伴
う活動の継続性の確保

■日本地名研究所の運営体制の強
化について研究所と協議を行ってい
く。

市民文化局
市民文化振
興室

本 街並み誘導助成事業

歴史的景観資源を有する景観形成地
区において、舗装整備、歴史的意匠
誘導工事等、景観資源を活かした街
なみづくりの取組に対して助成を行
う。

大山街道都市景観形成地区において、助成制度を活用し、景観形成基準に基づく整
備を行った。

景観形成地区内における届出の機会等を捉え、助
成制度を活用した景観形成を推進する。

引き続き、様々な機会を捉えた助成制
度の周知を行っていく必要がある。

旧街道等の歴史的に重要な都市景観
形成地区等において、歴史的な景観
の形成を推進するため、助成制度の
活用を引き続き行っていく。

まちづくり局
景観担当

本
歴史と緑を活用したまち
の魅力発信事業

「なかはら歴史と緑の散策マップ」を
べースとして案内板を設置し、区の魅
力発信を効果的に実施する。

①「なかはら歴史と緑の散策マップ」増刷作業 ５０００部

②鉄道、地名、地域文化財等をテーマに、魅力発信講座を実施した。座学とまち歩き
を行い、理解が深まる内容とした（座学を2回、まち歩きを5回、座学とまち歩きのセット
にした特別講座を1回実施）。

①「なかはら歴史と緑の散散策案内板」改定　全９か
所

②なかはら魅力発信講座の開催
まち歩き６回　座学講座３回

・区民ボランティアの高齢化による、担
い手の固定化、新たな担い手の不足
・二ケ領用水や中原街道などの一般
的な資源に加え、その他の区内の多
様な資源も活用していく必要がある。

・誰もが中原区の魅力を発信できるよ
う新たな担い手となる人材を育成す
る。
・既存の資源以外にも他団体と連携
することでさらなる魅力資源の発掘を
行う。

中原区役所
企画課

本 ふるさとアーカイブ事業

高津区全体の社会的資産として地域
資料の活用を図り、ふるさと意識や地
域アイデンティティの醸成、地域ブラ
ンディングを進める。

■古写真等収集（約3,600件）
■ふるさとアーカイブ内の写真利用許可（12件）

■ふるさとアーカイブホームページ（データベース）の
維持管理
■ふるさとアーカイブ内の写真利用許可
■ふるさとアーカイブ内の写真の区内掲示

これまでの事業の中で蓄積してきた古
写真等の資料を区民の方々等により
一層活用してもらうことが課題である。

高津区地域資源ネットワーク事業との
連携等、収集資料の事業横断的な活
用の推進

高津区役所
企画課

本
高津区地域資源ネット
ワーク事業

高津区の歴史や文化、自然などの地
域資源を案内・誘導サインでつなぐこ
とによって、回遊性のある魅力的なま
ちづくりを進める。また、地域資源の
情報を発信する拠点として溝口駅周
辺を位置づけ、総合案内サインの設
置及び既存サインの設置状況の改善
を進める。

■高津のさんぽみち総合ガイドマップの作成（3,000部×3）
■既存サインの改修（1基）
■溝口駅南口広場総合案内板への広告掲載事業の継続実施

■高津のさんぽみちのガイドマップ時点修正及び増
刷
■高津のさんぽみちを活用したウォーキングイベント
の開催
■溝口駅南口広場総合案内板への広告掲載事業
継続実施

■高津のさんぽみちについては、総合
ガイドマップ発行等を踏まえたさらなる
活用について検討していくことが必要
であると考えられる。
■公共サインの改善については、広
告掲載事業を継続し、必要な修正を
加えていく。

■高津のさんぽみちについては、全8
コース及び総合ガイドマップの時点修
正及び増刷を進めつつ、イベントの実
施等さらなる活用について検討してい
く。
■公共サインの改善については、広
告掲載事業の実施を継続するととも
に、広告収入を活用した既存案内板
の維持管理を適切に進めていく。

高津区役所
企画課

　市内には、地域の歴史や生活に根ざした数多くの伝統文化、文化財が現在に継承されています。これら文化財等を川崎市文化財保護活用計画に基づき保護し、後世に伝えていくとともに、積極的に魅力を市民に伝えていくよう活用を図っ
ていきます。



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
橘樹官衙遺跡群保存整
備・活用事業

本市の歴史的原点として重要な遺跡
である国史跡橘樹官衙遺跡群（橘樹
郡家跡・影向寺遺跡）の保存整備に
努め、地域振興や市民活動に活用す
るとともに、大学等研究機関との連携
を進め、調査・研究や人材育成の充
実を図る。

■橘樹官衙遺跡群調査整備委員会（学識者委員会）5回を開催し、橘樹官衙遺跡群
に関連する各事項に対する指導・助言を受けた。
■確認調査を5回実施し、その調査成果等をまとめた概要報告を作成した。
■史跡めぐりを1回35人、橘樹学講座３回で73人、発掘調査現地見学会で200人、講
師派遣による２回の講座で30人の参加がありました。また研究セミナーは新型コロナ
ウイルスの感染拡大防止のため中止となったが、参加予定者120人には資料送付を
行った（申し込み総数は207人）。
■地元町内会を中心に組織された史跡保存会と協力して、史跡の維持管理を行っ
た。
■大学と覚書を締結し、遺跡群内で地下レーダー探査等、最新技術を用いた調査を
連携して実施した。

■調査整備委員会（学識者委員会）、庁内検討委員
会を開催し、整備基本計画短期計画第1期を推進す
る。
■確認調査の実施。
■国史跡への追加指定や史跡地の公有地化。
■史跡めぐりや調査現地見学会、市民向け講座等
の開催。
■小学校を対象にした出前授業の実施。
■市民講座・研究会・シンポジウム等への講師派
遣。
■地元町内会を中心に組織された史跡保存会と協
力した史跡保全業務の実施。
■大学と連携した地下レーダー探査による遺跡群の
調査。

コロナ禍の中、これまで以上に市民の
地域・地元の歴史に対する関心が高
まっているため、国史跡橘樹官衙遺跡
群保存活用計画に基づき、それら
ニーズに対応した各種事業を実施す
るとともに、そうしたニーズに応えられ
る体制の整備も必要となっている。

市民ニーズに応えるため、史跡めぐり
等、市民への理解・認識を深めるため
の活用事業を今後も継続して実施す
るとともに、史跡の価値をさらに明ら
かにするための調査・研究を進め、文
化庁から求められている国史跡範囲
の拡大等を行っていく。また、国史跡
地内の土地所有者からの申し出が
あった土地の公有地化を進め、整備
基本計画に基づき、市民の利用に供
することができるような保存整備を進
める。

教育委員会
文化財課

本 地名資料室
地名資料室の効率的運営と市民ニー
ズを反映した魅力ある博物館づくりを
進める。

■全国の地名に関する資料の収集保存、教育普及に関する取組を実施した。
①地名散歩（座学1回、まち歩き　各回10名×3回）
②地名塾（全５回）
③「シールで学ぶ川崎の地名＆夏休み学習相談」事業

■全国の地名に関する資料の収集保存
■地名に関する教育普及事業
（夏休み宿題相談事業・地名散歩・地名塾）

地名資料室の利用者数増に向けた取
組を進める必要がある。

■他事業との連携による地名資料室
の利活用の促進。

教育委員会
文化財課

本 文化財保護・活用事業
市域に保存・継承されている各種文
化財を良好な状態で保存し、調査、保
護、活用などを行う。

■「川崎市地域文化財顕彰制度」の運用により、未指定文化財の顕彰（31件）と記録
を推進した。また、各種文化財調査を実施した。
■川崎市市民ミュージアム保管の指定文化財・考古資料60件について保存修理を実
施した。
■埋蔵文化財の発掘調査を７回実施、早野上野原遺跡の発掘調査現地説明会を1回
（169人参加）実施した。
■県・市指定史跡の整備・管理を適切に実施した。

■「川崎市地域文化財顕彰制度」の運用、各種文化
財調査の実施、。
■川崎市指定文化財（彫刻）の保存修理等の実施。
■市民ミュージアム保管の考古資料の復旧・修復
■文化財ボランティア制度の活用。
■埋蔵文化財の発掘調査や史跡管理の実施。
■次期計画の策定にむけた検討。

今後とも文化財保護活用計画に基づ
き、市内の多くの文化財を適切に保
存・活用することが必要とされている。

市民の郷土に対する認識を深め、地
域の人々の心のよりどころとなるよう、
文化財保護活用計画に基づき、文化
財の調査・保護・活用の取組を進め
る。

教育委員会
文化財課

複 川崎区役所まちづくり推進部企画課

複 高津区役所まちづくり推進部企画課

地域資源を活かしたまちづくり事業

大山街道周辺整備活性化事業



⑤企業・産業が生み出す文化芸術の活用

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 川崎市マイスター事業

産業の発展や市民生活に必要不可
欠な技能職者の中で、極めて優れた
現役の方を市内最高峰の匠「かわさ
きマイスター」に認定すると共に、卓
越した技術・技能の振興・継承・後継
者育成の活動や経済振興の取組を
推進する。

■15名の新規応募があり5名のマイスターを認定
■イベント出展1件、講習会16件、学校派遣15件、その他メディア出演等30件

■4月～5月　新規マイスター募集、6月～10月選考、
11月認定者発表
■イベント出展、学校派遣、講習会実施
■情報発信の拡大

■ものづくりの魅力発信に努め、卓越
した技能の奨励や後継者育成といっ
た課題に対して取り組んでいく必要が
ある。

■新たなマイスター候補者の掘り起こ
しに努め、より魅力あるマイスターの
認定を行う。
■技能の奨励や後継者の育成に向け
てイベント出展や学校派遣、講習会の
開催を継続的に実施。
■新たなものづくりの魅力発信に努め
るべく、市内のイベントの新規出展
や、マイスターの相互交流機会の創
出を図る。

経済労働局
労働雇用部

本
かわさき産業ミュージア
ム推進事業

区内に残された産業文化財を保存
し、地域資源として活用を図る。

■地域史、区内企業の取組などをテーマとする「産業ミュージアム講座」を3回実施し
た。
■川崎区の近代化遺産や産業文化財、「ものづくりの文化」などを知ってもらうことを
目的とするウォーキングツアーを1回実施した。

令和4年度に「企業市民交流事業」へ
本事業を統合した。

川崎区役所
企画課

本
さいわいものづくり体験事
業

青少年がものづくりの基礎となる科学
技術を体験的に学ぶとともに地域と
施設との結びつきを図るきっかけとす
る。また、親子のふれあいの機会を提
供することにより、ものづくりへの夢を
育む取組を推進する。

■「科学とあそぶ幸せな一日」は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となっ
たが、ホームページ上で「おうちで楽しもう！科学とあそぶ幸せな一日」を企画し、慶
應義塾大学や関係企業、市民活動団体などの協力を得て、40以上のコンテンツ（出展
者数：24団体）を掲載。また、慶應義塾大学と協働でスペシャルプログラムとしてオン
ラインセミナー（申込者：48人、当選者：48人、,参加者：46人）及びキャンパスツアー
（申込者：49人、当選者：49人、参加者：36人）を開催。
■「さいわいテクノ塾」は東芝未来科学館と協働で「LEDでひかるクリスマスランタンを
作ろう！」を令和3年12月11日に開催。申込者：252名、当選者：40名、参加者：37名。

■「科学とあそぶ幸せな一日」は、慶應義塾大学新
川崎キャンパス、かわさき新産業創造センター、経
済労働局イノベーション推進室と連携して、新川崎・
創造のもりで令和4年9月10日に開催予定。
■「さいわいトライサイエンス実験教室」は日本IBMと
協働で開催。詳細は日本IBMと協議のうえ決定す
る。
■「さいわいテクノ塾」は東芝未来科学館と協働で令
和4年5月21日に「オリジナルランタンを作ろう！」を
開催。詳細は東芝未来科学館と協議のうえ決定す
る。

■幸区の魅力のひとつとして、地域資
源である研究開発施設等の存在を多
くの区民に周知し、理解及び関心を深
める必要がある。また、若い世代の科
学技術への関心が求められる中で、
青少年向けに興味深いテーマを提供
して教室を開催し、継続的に科学やも
のづくりを体験してもらうことは非常に
重要である。

■参加者から好評を得ており、新たな
企画や協力企業を開拓しながら、引き
続き、区内企業等と連携した事業を推
進していく。

幸区役所企
画課

⑥若者文化の発信によるまちづくり

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 若者文化発信事業

「若い世代が集い賑わうまち」を目指
し、川崎らしい地域資源である若者文
化の発信により本市の魅力を高める
取組を推進する。

・日常の施設の一つとして位置づける川崎市若者文化創造発信拠点を整備・運営す
る事業について、株式会社 DeNA 川崎ブレイブサンダースを事業者として決定し、協
定を締結
・令和3(2021)年11月から令和3(2021)年12月まで、市内5箇所で基本計画に掲げてい
るコンテンツの体験会を実施（参加者：延べ537人）
・ISF Kawasakiを令和3(2021)年11月6日及び7日にチッタエリア及びラゾーナ川崎にて
本市共催で開催。6日はアレーナチッタ及びラゾーナ川崎にてドリームカップ（ブレイク
ダンス）やダブルダッチなど、翌7日はチッタエリアでスーパ―ブレイク（ブレイクダン
ス）、ライブペイントなどのイベントを実施。来場者総計：合計2,918人（1日目ラゾーナ
1,008人、2日目チッタ　1,910人）

・市内における非日常の施設整備に向けた検討
・市内における日常の施設整備に向けた取組及び検
討
・市内を中心に活動している地域人材を活用した若
者文化の体験会等イベントの開催
・ISF Kawasakiなどの開催支援

・施設整備に向けた候補地の選定や
地域住民等の理解、愛好家における
マナー意識の涵養など

・若者文化に関する地域人材のマッチ
ングやコーディネート、コミュニティ形
成に向けた仕組みづくり
・市内での世界レベルの大会開催に
向けた側面支援
・将来的に市内にバランス良く、複数
の施設がある状態を目指すための検
討
・認知度向上や機運醸成を目的とした
体験会等イベントの実施

市民文化局
オリンピック・
パラリンピッ
ク推進室

　臨海部を始め、市内には多くの近代化遺産や産業文化財が存在します。また、市内の企業等が発信する文化芸術が川崎の文化の一翼を担っています。川崎の近現代化の遺産を残していくとともに、近代化遺産や産業文化財等に市民が
気軽にアクセス・見学できる条件整備と仕組づくりや、新たな観光資源としての掘り起こしと活用を行っていきます。

　本市は、ブレイクダンスやヒップホップなどのストリートカルチャーといった若者文化が盛んです。こうした、川崎らしい地域資源である若者文化の発信により本市の魅力を高め「若い世代が集い賑わうまち」をめざす取組を進めていきます。



①国内外への魅力発信

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
シティプロモーション推進
事業

川崎市シティプロモーション戦略プラ
ンに基づいて事業を推進し、本市の
対外的な認知度やイメージの向上及
びシビックプライドの醸成を図る。

■本市の多様な魅力を様々なメディアやブランドメッセージを効果的に活用し、市内外
に発信した。
■特に、多摩川スカイブリッジについては、建設中からツイッターにより随時情報発信
するとともに、シティプロモーション推進業務委託事業者による中央メディア等へのパ
ブリシティ活動により、「環境への配慮」などのキーワードを盛り込んだ内容で、テレビ
番組取材を獲得した。

■文化芸術を含めた川崎市の魅力を発信することで
市民の地域への愛着・誇り（シビックプライド）の醸成
と都市イメージの向上を図るため、シティプロモー
ションの推進等を行う。

■令和３年度都市イメージ調査の結
果では、「音楽のまち」の市民実感度
は42.0％、「映像のまち」の実感度は
34.4％、「多彩な文化施設」の市民実
感度は57.1％となっており、更なるプロ
モーションを検討する必要がある。

■文化芸術を含めた川崎市の魅力を
発信することで市民の地域への愛着・
誇り（シビックプライド）の醸成と都市イ
メージの向上を図るため、シティプロ
モーションの推進等を行う。

総務企画局
シティプロ
モーション推
進室

本 ロケ地川崎推進事業
市内企業施設や本市施設等を映像
関連のロケ地として活用し、都市イ
メージの向上を図る。

■ロケ誘致を推進し、映画やテレビドラマなどの映像作品にロケ地として登場すること
で、本市のイメージアップを図った。市所管施設等を使用したロケ撮影実績：令和３年
度74件
■ホームページを活用し、ロケ情報を提供した。

■市内の施設等を映像制作のロケ地として活用し、
映画やテレビなどの映像メディアを通じて本市の魅
力を発信する。
■ホームページを活用し、ロケ情報を提供する。

■ロケ支援の推進
■ホームページの充実

引き続き、川崎市をロケ地とした映画
やテレビドラマなどの映像作品を活用
することで本市の魅力を発信するとと
もに、映像関連活動団体等と連携した
「映像のまち・かわさき」の取組を推進
する。

市民文化局
市民文化振
興室

本 ＢＵＹかわさき推進事業

市内の名産品を掘り起こし、市内外に
アピールする「BUYかわさきキャン
ペーン」を展開し消費拡大と市のイ
メージアップを図る。

■Ｂｕｙかわさきフェスティバル
　令和3年12月18日（土）～令和4年1月31日（月）
　市内参加店舗34店にて、アンケートに回答した方の中から抽選でオリジナルグッズ
をプレゼントするイベントを実施

■10月15日「Buyかわさきフェスティバル」開催予定

Buyかわさきフェスティバルを平成14
年から実施しているが、開催会場の選
択肢が乏しく、効果が限定されてい
る。フェスティバルとかわさき名産品認
定事業との連携が十分に図られてい
ない。

さらなる市内消費拡大や市のイメージ
アップに向け、Buyかわさきフェスティ
バルの開催方法やかわさき名産品認
定事業との連携、新たなPR方法等に
ついて、商工会議所と検討を進める。

経済労働局
商業振興課

本 観光振興事業
観光振興プランを推進し、市内への
集客を図る。

■新・かわさき観光振興プランに基づく施策の推進及び進捗状況の検証を行った。
■効果的な情報発信の充実として、Facebook等のSNSによる外国語（英語・中国語繁
体字）による情報発信を実施した。
■かわさききたテラス内観光案内所にて、日本語・英語・中国語での観光案内を年中
無休で実施した。
■外国人観光客へのPRとして、インフルエンサーの招請を行った。
■プロジェクションマッピングを開催した。

■新・かわさき観光振興プランに基づく施策の推進
及び進捗状況の検証を行う。
■ホームページの内容充実及び工場夜景等の魅力
や様々なイベント情報を効果的に発信する。
■かわさききたテラス内観光案内所を運営する。
■外国人観光客へのPRとして、インフルエンサーの
招請や外国での展示会出展等を行う。
■プロジェクションマッピングの実施
■かわさき市民祭りを開催する。

■ポストコロナ社会を見据えた事業展
開

■さらなる観光振興の推進に向けた
施策の展開
■かわさききたテラス内観光案内所で
の観光案内の提供
■外国人観光客の動態分析及び分
析結果を踏まえた施策の展開
■ナイトタイムエコノミーの推進・定着
■市民祭りの開催

経済労働局
観光プロモー
ション推進課

本 産業観光推進事業

観光協会、商工会議所等と連携し、
産業遺産や地域資源を観光資源とし
て観光の振興と市のイメージアップ、
集客促進、経済活性化を図る。

■産業観光ツアー、工場夜景ツアーは定期のツアーや鶴見線探訪ツアー等を実施し
た。
■市民等で構成される川崎の産業観光を支援する会による産業観光及び工場夜景
ツアーでのガイドを実施した。

■産業観光ツアー、工場夜景ツアー等を実施し、産
業観光の推進を図る。
■修学旅行誘致活動を実施し、川崎に来訪する修
学旅行の増加を図る。
■市民等で構成される川崎の産業観光を支援する
会による産業観光及び工場夜景ツアーでのガイドを
実施する。

■ポストコロナ社会を見据えた事業展
開

■産業観光ツアー、工場夜景ツアー
等の実施による産業観光の推進
■教育旅行の誘致、着地型旅行商品
等の企画・検討
■「ようこそ！かわさき検定」合格者等
を活用したガイド養成
■外国人観光客向けツアーの開発・
思考・実施・検証
■SNSによる定期的な情報発信の実
施
■外国人観光客向けガイドの育成

経済労働局
観光プロモー
ション推進課

施策3　「川崎の文化」の国内外への発信

　魅力的な川崎の文化芸術を育てるとともに、国内外に向けて発信することにより、都市イメージの向上や観光客の誘致を図り、個性と魅力が輝くまちづくりを進めていきます。

　民間活力による音楽祭を含む質の高い音楽事業や、全国に発信できる魅力的な文化事業等を実施するとともにこれらの事業を、川崎市の魅力として国内外へ発信することにより、市内外から人々が集う、賑わいのあるまちづくりを進めてい
きます。



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 市制記念花火大会

川崎の市政記念のイベントとして親し
まれている花火大会を開催すること
で、「ふるさと川崎」の意識の高揚を
図り、豊かな市民文化の創造を目指
す。

_ ■中止 ■安全対策
■安全かつ継続可能な花火大会に向
けた企画の立案・実施

経済労働局
観光プロモー
ション推進課

本
観光振興・タウンセール
ス推進事業

地域資源を活かした観光振興に取り
組み賑わいと魅力あるまちづくりを推
進する。

■地域資源のPR事業
　・観光ポスター、ガイドマップ、ガイドブック等の作成（あわせて6万部発行）
■各種メディアへのアプローチ（18本のリリース、広告換算額8.5億円）
■地域資源を活用した周遊イベントの実施（参加数：1,300人以上）
■ＳＮＳの活用（フォロワーの増加 Twitter：約1.5倍、Instagram：約1.7倍）

■地域資源のPR事業
　・観光ポスター、ガイドマップ、ガイドブック等の作成
（あわせて6万部発行）
■地域観光活性化支援事業
　・地域イベント出店（区内、狛江市のイベント出店）
■都市間交流事業
　・藤枝市、南房総市との物産交流、イベント出店
■地域の賑わい創出・区民自ら区の魅力を発信する
取組
　・観光ボランティアガイドによる各種ガイドツアーの
実施（年10回程度開催）
■各種メディアへのアプローチ（ニュースレターの活
用等）
■地域資源を活用したイベントの実施
　・前年度に引き続き、コロナ禍でも楽しめる周遊イ
ベントの実施
■ＳＮＳの活用

■観光協会が、持続的かつ主体的に
活動していけるための人材発掘や仕
組みづくり。
■様々な主体と連携しながら、区民が
主体的に地域を盛り上げていく仕組み
作りと持続可能な事業構築。
■コロナ禍における安定的運営方法
の検討。

■生田緑地や多摩川、個性的な文化
施設等、豊富な地域資源を活用し、地
域の魅力をPRし、地域への誇りや愛
着を育むとともに、区のイメージｱｯﾌﾟ
を図り、交流人口の増加を目指す。
■区民が主体的に地域を盛り上げて
いく取組を支援する。

多摩区役所
企画課

複 国際親善事業

姉妹・友好都市等との交流により相
互理解を深め、海外への情報発信に
より国外における川崎市の認知度を
高める。

■オーストラリア・ウーロンゴン市に対し、川崎ジュニア文化賞大賞受賞作品や大賞
受賞者をはじめ関係者の協力を得て作成したビデオメッセージを送付することを通じ
て、市の魅力を発信し、市のイメージの向上を図った。

■姉妹・友好都市等の視察受入れの実施
■国際交流を推進する市民・団体の「かわさき国際
友好使節」への認定

■それぞれの都市が持つ特性を活用
し、お互いのメリットを明らかにした互
恵関係が構築できる交流事業を実施
する必要がある。
■新型コロナウイルス感染症の影響
による社会変容を踏まえ、オンライン
の活用など新たな手法で記念事業を
実施する必要がある。

■交流事業については、相手方との
調整により事業内容やスキームが決
定するため、引き続き事業手法等に
ついて検討を行いながら、効果的・効
率的に事業を実施していく。

総務企画局
国際交流担
当

複
姉妹・友好都市提携記念
事業

姉妹・友好都市提携10周年・20周年
等の節目に記念行事や代表団の相
互交流等を実施する。

■中国・瀋陽市との市長親書交換の実施
■中国・瀋陽市との「オンラインによるキングスカイフロントの取組紹介」の実施
■中国・瀋陽市との「友好都市提携４０周年記念･瀋陽市写真展」の実施
■中国・瀋陽市との「オンラインによる青少年意見交換」の実施
■中国・瀋陽市との「オンラインによる観光資源紹介」の実施

■オーストリア・ザルツブルク市との市長親書交換の
実施
■オーストリア・ザルツブルク市及びドイツ・リュー
ベック市の写真展の実施
■オーストラリア・ザルツブルク市との青少年音楽交
流の実施
■市民がオーストリア・ザルツブルク市及びドイツ・
リューベック市とのつながりを実感できるような各局
区の音楽事業と連携した取組の実施

■それぞれの都市が持つ特性を活用
し、お互いのメリットを明らかにした互
恵関係が構築できる交流事業を実施
する必要がある。
■新型コロナウイルス感染症の影響
による社会変容を踏まえ、オンライン
の活用など新たな手法で記念事業を
実施する必要がある。

■交流事業については、相手方との
調整により事業内容やスキームが決
定するため、引き続き事業手法等に
ついて検討を行いながら、効果的・効
率的に事業を実施していく。

総務企画局
国際交流担
当

複 交流推進事業

国内外の情報提供及び市民による国
際交流活動を推進することにより、国
際相互理解の増進と国際友好親善に
寄与するための事業を行う。

■ホームページ、多言語情報誌「ハローかわさき」等による情報提供
■本市友好都市への市民交流団の派遣、市民と外国人とのふれあいを深める「イン
ターナショナル・フェスティバル」などのイベント、講座等の開催
■民間国際交流団体への補助事業、ボランティアの活動支援

■ホームページ、多言語情報誌「ハローかわさき」等
による情報提供
■本市友好都市への市民交流団の派遣、市民と外
国人とのふれあいを深める「インターナショナル・フェ
スティバル」などのイベント、講座等の開催
■民間国際交流団体への補助事業、ボランティアの
活動支援

■より効果的な情報提供や交流を促
進する事業実施の検討

引き続き、国際相互理解の増進と国
際友好親善に寄与するための事業を
行う。

市民文化局
多文化共生
推進課



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

複 都市間交流推進事業
友好都市等との文化芸術・人材の相
互交流の推進を図る。

■「かわさきジャズ2021」において、地域連携イベントの一環として、本市の国内友好
都市である那覇市で活躍するアーティストと調整の上、琉球舞踊を演奏し、人材交流
等を図りました。さらに、この機会を活用して、本市と那覇市の交流等に関するチラシ
を配布し、本市との国内友好都市の広報・周知を行いました。
■佐藤惣之助詩碑の関連について、川崎沖縄県人会の協力により、PR映像制作や
那覇市での展示会の支援等を行い、那覇市とも情報共有を図りながら、人的交流を
行いました。
■「那覇市制100周年記念式典」において、本市長の映像メッセージとして撮影したも
のが当日放映され、本市のイメージアップにつながりました。
■本市公式ウェブサイトにおいて、各自治体と連絡・調整しながら、国内友好都市の
紹介ページを更新しました。
■「一万人のエイサー踊り隊2021オンライン」において、本市長の応援動画として撮影
したものがオンラインで配信され、本市のイメージアップに貢献しました。

■友好都市等との文化芸術・人材等の相互交流の
推進
■友好都市・那覇市にある佐藤惣之助詩碑を首里
城公園内に移設完了した記念式典の開催に際し、
本市市民文化大使の派遣し、文化芸術・人材等の相
互交流を推進する（令和４年度実施）。

■友好自治体との相互理解と友好親
善をより深め、本市のイメージアップに
つながる交流プログラムの検討

■本市にゆかりのある、文化芸術、ス
ポーツ等で活躍する人材を、友好都
市の文化交流事業・行事に派遣する
ことにより、本市の魅力を広報、イメー
ジアップを図るとともに、友好都市の
地域活性化及び文化・観光等事業推
進の一助とする。

市民文化局
多文化共生
推進課

複
国際交流センター管理運
営事業

国際的な文化交流及び市民交流を促
進することにより相互理解を深め、市
民の文化の向上及び国際友好親善
の発展に寄与するための事業を行
う。

■ホームページ、「国際交流センターだより」等による国際交流に関する情報提供
■外国人市民等の日本語学習を支援する日本語講座や、文化を通じた国際理解を
促進する外国語による講座の開催
■外国人による日本語スピーチコンテストの開催
■11言語による相談事業の実施（令和3年度相談受付時間拡充、オンライン相談開
始）

■ホームページ（リニューアル）、「国際交流センター
だより」等による国際交流に関する情報提供
■外国人市民等の日本語学習を支援する日本語講
座や、文化を通じた国際理解を促進する外国語によ
る講座の開催
■外国人による日本語スピーチコンテストの開催
■11言語による相談事業の実施。

■より効果的な情報提供や交流を促
進する事業実施の検討

引き続き、市民の文化の向上及び国
際友好親善の発展に寄与するための
事業を行う。

市民文化局
多文化共生
推進課

複 市民文化大使事業
市民文化大使を活用し本市の魅力を
アピールするとともに都市間交流を推
進する。

■市民文化大使は個々の活動や市の事業への協力により、川崎市の魅力のPRやイ
メージアップなどに貢献した。

■第10期市民文化大使の改選に伴う記者会見を行った（任期は和元年12月1日～令
和3年11月31日）。

■市民文化大使に対して市の文化イベント等の情報
提供を行い、大使による発信に繋げる。

■市民文化大使の更なる活用

■引き続き市民文化大使と連携した
取組を行うとともに、より効果的な大
使の活用と市のPR等に繋がる取組を
実施する。

市民文化局
市民文化振
興室

②文化交流の推進

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
外国人市民施策推進事
業

外国人市民代表者会議のメンバーや
その他の外国人市民と日本人市民の
交流を図ることで、国籍や民族、文化
の違いを豊かさとして生かし、すべて
の人が互いに認め合い、自立した市
民として共に暮らすことができる「多
文化共生社会」の実現を目指す。

■インターナショナル・フェスティバルinカワサキ（令
和４年度中止）及び多文化フェスタさいわいにおい
て、外国人市民代表者会議の代表者がパネル展示
やゲーム等を通じて、子どもを中心とした来場者と交
流を図る。
■かわさき市民祭りにおいて、代表者によるパレード
への参加、世界のお茶提供、ゲーム等によって来場
者と交流を図る。

より多くの市民に様々な国・地域の文
化について興味を持ってもらうため、
年毎に企画内容に工夫を加えていくこ
とが求められる。
また、外国人市民代表者会議のPRの
場でもあることから、日本人・外国人
双方の市民に代表者会議について関
心を持ってもらうため、より効果的な広
報・宣伝を行っていく必要がある。

引き続き、市民祭り等多くの市民が集
まるイベントに参加し様々な国・地域
の文化を紹介すること等を通じて、国
籍や民族、文化の違いを豊かさとして
生かし、すべての人が互いに認め合う
地域社会づくりを目指す。

市民文化局
多文化共生
推進課

複 総務企画局総務部国際交流担当

複 総務企画局総務部国際交流担当

複 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

複 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

複 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

複 市民文化局市民文化振興室

　　海外や国内の諸都市との交流により、異なる地域の文化芸術に触れる機会を提供するとともに、都市間の友好親善や市民の相互理解を促進します。
　　また、文化芸術活動を通じて市民が多様な文化を理解し、尊重し合うことができるよう、地域などでの文化交流を促進します。

市民文化大使事業

国際親善事業

姉妹・友好都市提携記念事業

交流推進事業

都市間交流推進事業

国際交流センター管理運営事業



①ボランティアの育成と活躍機会の拡充

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
芸術のまちイベント事業
費

「川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッカ
しんゆり）」の開催支援及び人材育成
事業としてアート講座、ラゾーナ川崎
プラザソル若手演劇等を実施する。

　■文化に関連した施設や人が集積しているという特性を活用して、ゴールデンウ
イークを中心に開催されている地域主体の総合芸術祭「川崎・しんゆり芸術祭アルテ
リッカしんゆり2021」を支援し、新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い公演数を縮
小し21演目・27公演を行い、総来場者数9,574人となった。市・川崎市文化財団、映画
大学、音楽大学等で「芸術によるまちづくり・かわさき」実行委員会を組織し、国庫補
助金を活用したアート講座舞台芸術を中心とした人材育成及び、ボランティア育成を
支援した。

　川崎・しんゆり芸術祭アルテリッカしんゆり2021に従事したアートボランティアの登録
者数：180人、活動者数：130人
　アート講座2021に従事したアートボランティア　65人

■「川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッカしんゆり）
2022」でのアートボランティアの活動支援
■アート講座は、音楽や舞台芸術関係の著名人や
地域の文化人材を講師に迎え、講座としての魅力向
上を図りながら、アートボランティア募集等を引き続
き行う。

■アートボランティアの高齢化に伴う
世代交代をスムーズに行うこと

■文化に関連した施設や人が集積し
ているという特性を活用して、ゴール
デンウイークを中心に開催されている
地域主体の総合芸術祭「川崎・しんゆ
り芸術祭アルテリッカしんゆり」を支援
する。

市民文化局
市民文化振
興室

②若手芸術家等の育成支援

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
アートセンター管理運営
事業

川崎市の文化芸術の創造拠点とし
て、芸術文化の創造、発信及び交流
を促進する。また、芸術文化の鑑賞
の機会を提供し、市民の文化芸術の
発展に寄与する。

■小劇場では164回の公演を実施し、また映像館では1,369回の上映を行った。（小劇
場＋映像館の入場者数：50，129人）
■市民参加型の地域劇団「わが町」の公演を5回実施したほか、オンラインでも配信を
行った。（入場者数：731名、オンライン93名）
■地域劇団では地元の人材を、また、しんゆりジャズなどでは地元音楽大学出身の
若手アーティストを起用した。

アルテリッカ2022の中で、日本映画大学と連携した
学生企画上映会をアートセンターで実施する。
アートセンター開館15周年事業の実施

利用者の増加や施設の活用に向け、
市民ニーズを踏まえながら、収入確保
やサービスの向上に取り組む。

文化芸術の創造・発信・交流を促進す
るための施設として、小劇場や映像館
を活用した芸術文化の鑑賞会の開
催、ワークショップ事業の実施、青少
年の舞台芸術活動への参加の支援
等に取り組み、市民が身近に芸術文
化を鑑賞できる機会を提供するととも
に、文化芸術を通した市民相互の交
流機会を提供する。

市民文化局
市民文化振
興室

複 川崎区役所まちづくり推進部企画課

基本目標2　人材の育成と協働による文化芸術の振興

　芸術活動を支える人材や文化芸術を理解し、楽しむ人々の存在が不可欠です。本市では、これらの人材の発掘やその支援を進めるとともに子どもや若者が様々な文化芸術に触れ、楽しむ環境を作ることにより、地域の文化芸術活動を支え
る人材の育成を促進し、持続的に文化芸術が発展していくまちづくりを進めていきます。
　また、地域の人材、企業、文化関係機関等と行政がそれぞれの役割を担い、連携することで地域全体で文化芸術活動の振興を図るとともに、地域の活性化につなげていきます。

施策1　文化芸術を支える人材の育成と活躍の機会の提供

　文化芸術活動を行う人材や、活動を支える人の育成を進めるとともに、その活躍の場を広げていくことにより、文化芸術を地域で支えていく取組を推進していきます。
　また、次世代を担う子どもや若者が身近に文化芸術に触れることができる環境を充実することにより、地域の文化芸術を支える人材を育てていきます。

　文化芸術活動を支えるボランティアの育成を行うとともに、ボランティアの方々が活躍できる機会の拡充、企画や運営等への参加等役割の拡充を行い、持続的な文化芸術のまちづくりに取り組んでいきます。

　文化芸術活動を行う若手芸術家に対し、発表の場やワークショップ等の機会の提供、人材交流の機会等を通し若い世代の才能発掘や、支援を行っていきます。

芸術のまちイベント事業費



③子どもや若者が文化芸術に触れる機会の充実

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 男女共同参画センター

男女が社会の対等な構成員として、
あらゆる分野の活動に参画するため
「川崎市男女共同参画センター」を設
置しており、この施設のホールは青少
年の主体的な舞台芸術活動の促進
に寄与している。

■ホール貸出実績
788件、60,331人
■講座・研修・イベント事業
・すくらむ21まつり（参加者〔出演者・来場者〕746人）
（市民を対象とした文化芸術活動の発表の場を提供した。）

・ 親子でくつろぐコンサート（参加者１１５人）
・すくらむ２１シネマ＆トーク（参加者２４人）
・すくらむ２１親子上映会（参加者数３３人）
　

■ホール等貸館事業（通年）
■講座・研修・イベント事業
・親子でくつろぐコンサート
・すくらむ２１シネマ＆トーク
・すくらむ２１親子上映会
・すくらむ21まつり
　（6月26日(日)開催予定）

■施設の老朽化に対して、利用者が
快適に利用できるよう、今後も修繕を
計画的にすすめる必要がある。

■今後も、多くの市民が快適に利用し
ていただけるよう、施設の老朽化に対
して計画的に改修していく。
■研修・講座・イベント事業において、
男女共同参画推進に資する、かつ市
民の文化芸術振興に寄与する企画を
行う。

市民文化局
人権・男女共
同参画室

本
こども文化センター運
営事業

小学生の居場所、乳幼児の子育
て支援、中学生、高校生の活動の
場、市民活動の地域拠点として計
画的な環境整備を行う。

令和３年度利用人数：1,113,947人（ふれあい館含む）

様々な体験、経験を重ね、青少年が文化芸術に
触れる機会を得られるよう、各種行事等を計画、
実施することにより、子ども・若者の健全育成を
推進していく。

新型コロナウイルス感染防止の観
点から、３密状態の回避などをはじ
め、各利用室の利用方法や各行事
の実施方法の見直しについて継続
して検討しながら取組を進めていく
必要がある。

引き続き、文化芸術活動を行う人
材や、活動を支える人の育成を進
めるとともに、その活躍の場を広げ
文化芸術を地域で支えていく取組
を推進していく。また、次世代を担
う青少年が身近に文化芸術に触れ
ることができる環境の充実を図り、
地域の文化芸術を支える人材を育
成する。

こども未来局
青少年支援
室

本
こども文化センター運
営事業（ふれあい館）

小学生の居場所、乳幼児の子育
て支援、中学生、高校生の活動の
場、市民活動の地域拠点として活
用するとともに、日本人と外国人
の児童のふれあいを推進する。

令和３年度利用人数：30,513人（桜本こ文含む）

様々な体験、経験を重ね、青少年が文化芸術に
触れる機会を得られるよう、各種行事等を計画、
実施することにより、子ども・若者の健全育成を
推進していく。

新型コロナウイルス感染防止の観
点から、３密状態の回避などをはじ
め、各利用室の利用方法や各行事
の実施方法の見直しについて継続
して検討しながら取組を進めていく
必要がある。

引き続き、文化芸術活動を行う人
材や、活動を支える人の育成を進
めるとともに、その活躍の場を広げ
文化芸術を地域で支えていく取組
を推進していく。また、次世代を担
う青少年が身近に文化芸術に触れ
ることができる環境の充実を図り、
地域の文化芸術を支える人材を育
成する。

こども未来局
青少年支援
室

本 わくわくプラザ事業

学校や地域との連携を図りながら
児童が安全に利用しやすい施設と
なるよう環境整備を進め、地域の
中での健全な遊びを通じて放課後
の居場所づくりを支援する。

令和３年度わくわくプラザ登録率：33.8％
全市立小学校１１４校で、わくわくプラザ事業を
実施し、児童が安全で安心できる放課後の居場
所を確保していく。

新型コロナウイルス感染防止に努
めながら、わくわくプラザ事業を実
施していく必要がある。

引き続き、学校や地域との連携を
図りながら児童が安全に利用しや
すい施設となるよう環境整備を進
め、地域の中での健全な遊びを通
じて放課後の居場所づくりを支援し
ていく。

こども未来局
青少年支援
室

本
子どもの権利施策推進
事業

広く市民に子どもの権利について
の関心と理解を深めるため、「かわ
さき子どもの権利の日のつどい」、
市民企画事業等を開催し、子ども
向け川崎市公式ホームページで、
子どもがより豊かに生活し、社会
に参加するきっかけづくりができる
ような情報を発信する。

■11月20日の「かわさき子どもの権利の日」に関連して子どもの権利について
の広報及び啓発を行う事業。市民企画事業などのほか、次のとおりイベントを
実施した。
名称：かわさき子どもの権利の日のつどい
実施日：令和3年11月7日
実施場所：男女共同参画センター（すくらむ21）
参加者数：79人
内容：午前は保育総合支援担当親子でできる手遊び等のイベントを行い、午後
はレモンさん（山本シュウ氏）による講演会及び市内在住の小学生から高校生
の子ども5名とのトークセッションを実施（限定動画配信及び後日YouTube掲
載）。
市民企画事業は11月20日前後１ヶ月間に親子で楽しむ読み聞かせやワーク
ショップなどオンラインも含めて実施した。

■11月20日の「かわさき子どもの権利の日」に
関連して子どもの権利についての広報及び啓発
を行う事業。市民企画事業などのほか、次のと
おりイベントを実施する予定。
名称：かわさき子どもの権利の日のつどい
実施日：令和4年12月10
実施場所：麻生市民館
内容：子どもの権利に関する講演会・ワーク
ショップ、かわさき子どもの権利フォーラムとの
連携、その他、市民企画事業団体との合同企画
など。

■新型コロナウイルス感染症の影
響によっては、今後も柔軟な対応
が迫られるが、出来る限りの市民
の参加が叶うようにする。また、市
民企画事業参加団体や子どもの権
利の日のつどいの企画・運営への
ボランティアスタッフとの協働の在
り方について検討する必要があ
る。

■より多くの市民が参加できるよう
検討を重ねる。市民との協働にお
いて市民企画事業や子どもの権利
の日のつどいの企画・運営等を実
施するために検討と実践を重ね、
より効果的かつ効率的な子どもの
権利に関する広報・啓発を行う。

こども未来局
青少年支援
室

　子どもや若者が文化芸術に触れ、楽しむきっかけづくりや、文化芸術活動への支援を充実させていきます。



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 青少年活動推進事業
青少年が積極的に社会活動に参
加できるよう、参加意識の醸成と
環境づくりを推進する。

■川崎市の青少年を中心に、青年層の社会参加を図ることを目的として、令和
3年度川崎市青少年フェスティバルを開催するため、公募等により実行委員を
募集した。実行委員等により、企画立案及び当日の運営等が行われた。
期日：;令和4年3月13日(日)来場者数：667人
■新成人が成人の日を迎えることを祝うとともに、社会人として、また川崎市民
としての責任を自覚し、夢と希望に満ちた社会生活をスタートさせることを期し
て、令和4年川崎市「成人の日を祝うつどい」を開催。新型コロナウイルス感染
症対策として、3部開催にすることで1部あたりの参加人数を減らして開催した。
当日に会場に来なくても参加ができるよう、YouTubeチャンネルを開設し、式典
のオンライン配信を並行して実施した。また、ビデオメッセージなどの動画制作
を行い上映・配信を行った。
期日：令和4年1月10日(月)来場者数：6,163人(対象者数：13,935人)・オンライン
配信最大同時視聴者数：1,255人

■川崎市の青少年を中心に、青年層の社会参
加を図るため、令和4年度川崎市青少年フェス
ティバルを開催する。
期日：令和5年3月12日(日)
■２０歳という人生の節目を迎える若者が、社会
の一員として、また川崎市民としての自立と責任
を自覚し、人や地域とのつながりのなかで、これ
からの人生を実り多きものとすることを願って、
川崎市「二十歳を祝うつどい」を開催する。
期日：令和5年1月9日(月)

■イベントの実施を通じて、青少年
が社会参加を通じた達成感や自己
有用感を得、次代の担い手育成の
一助とするため、今後もより多くの
青少年の社会参加を促していく必
要がある。

■引続き、青少年の社会参加の場
として、青少年の様々な発想が活
かされ、青少年自身が企画運営に
参画する機会を提供する。また、貴
重な経験の場として、より多くの青
少年が実行委員及び当日ボラン
ティアの体験ができるよう公募等、
参加拡充の取組を行っていく。
■より良い「二十歳を祝うつどい」
を開催するため、今後も青少年層
の意向を尊重した内容となるよう、
「二十歳を祝うつどいサポーター」
を公募し、新成人の心に残る式典
を目指していく。

こども未来局
青少年支援
室

本
中原区青少年吹奏楽コン
サート

区内の中学校、高等学校吹奏楽部に
よるｺﾝｻｰﾄを実施し、音楽を通じた青
少年の育成と文化の薫り高いまちづく
りを推進する。

■中原区内中学・高等学校吹奏楽部を対象に川崎市総合福祉センターでコンサート
を開催した。SNSを活用してライブ配信を行い、出演者約300人が参加した。
■音楽を通じたまちづくりの推進、地域の活性化、青少年の健全育成のために青少
年指導員協力の基、中原区青少年吹奏楽コンサートを実施することで、青少年の社
会活動への積極的参加や、世代や地域間の交流を促進している。

■中原区青少年吹奏楽コンサート実行委員会が主
催し、法政大学第二中高等学校を会場として、区内
中学校９校、高校５校の吹奏楽部による学校演奏、
各校有志による合同演奏、及びゲスト奏者による演
奏を行なう。当日は出演校生徒によるコンサート運
営補助を行う。

■限られた時間の中で、参加校の演
奏が手際よく予定時間内に終了できる
よう実行委員で多くの事前調整が必
要となる。
■会場控室が出演者に対して、狭小
であり、会場変更を行うなどの根本的
な見直しが必要となる。

■参加校の教員、生徒及び来場者か
らのアンケート結果も踏まえながら、
音楽を通じたまちづくりの推進、青少
年の育成、世代間の交流機会の充実
を図っていく。

中原区役所
企画課

本
多文化共生教育推進事
業

子どもたちの異文化理解と相互尊重
をめざした学習を推進します。また、
多文化共生と多様性を尊重した意識
と態度の育成を推進します。

①については、延べ231人の講師を派遣しました。
②については、外国人教育推進連絡会議については、書面開催にて1回開催しまし
た。
③については、「学校の中でできる多文化ふれあい交流会」を2月にオンライン開催
し、情報交換を実施しました。

①民族文化の紹介や指導等を行う外国人市民等を
講師として派遣
②外国人教育推進連絡会議の開催を通じた情報交
換
③各学校の多文化共生教育の充実に向けた情報交
換

①については、中学校での実施校数
が少ないのが現状です。（令和３年度
の実施校は２校。令和４年度実施予
定校は６校）

①文化体験のバリエーションを増やし
ながら、希望する学校が実施できるよ
う可能な限り規模を拡大して継続して
いきます。
②会議の在り方や持ち方の検討を行
いながら、引き続き継続していきま
す。
③新型コロナウイルス感染症拡大の
状況を見据えながら、効果的な学校
間の情報共有が図れるよう、手法を検
討していきます。

教育委員会
教育政策室
人権・多文化
共生教育担
当

本
子どもの音楽活動推進事
業

音楽に対する豊かな感性を育み、音
楽に親しんでいけるよう音楽のすばら
しさを体験させ、心豊かなまちの実現
を目指す。

■「子どもの音楽の祭典」については、新型コロナウイルス感染症防止のために中止
となった。
■テアトロ・ジーリオ・ショウワ及びミューザ川崎シンフォニーホールにおいて、東京交
響楽団による市立小学校の児童を対象とした演奏会を10月27日、11月8日、9日の3
日間計8公演を実施し、102校　10,910名が参加した。
■市立中学校の吹奏楽部を対象に、市内音楽大学の施設を利用し、音大生等による
専門的な技術指導を受ける合同練習を4回にわたり実施した。

■令和5年1月22日、ミューザ川崎シンフォニーホー
ルにおいて、第19回「子どもの音楽の祭典」を実施。
市内中高生で結成された「ヤングかわさきジョイフル
バンド」の演奏会、市内小中学生による音楽発表会
を実施予定。
■テアトロ・ジーリオ・ショウワ及びミューザ川崎シン
フォニーホールにおいて、東京交響楽団による市立
小学校の児童を対象とした演奏会を10月26日・27
日・31日3日間計8公演を実施予定。
■市立中学校の吹奏楽部を対象に、市内２つの音
楽大学の施設を利用し、音大生等による専門的な技
術指導をを受ける合同練習を4回にわたり実施予
定。

■「音楽の祭典」事業では、参加者、
入場者数を確保するため、効果的な
広報活動を検討している。
■「オーケストラ鑑賞」「ジュニア音楽
リーダー育成事業」では、年々、希望
校が増加しており、できるだけ多くの
子どもが参加できる方法の検討が引
き続き必要である。

■「音楽の祭典」事業では、事業全体
内容を精査し、充実した祭典を実施す
ることを目指す。また、広報活動の充
実により、広く参加者を募り、入場者
の確保を図っていく。
■「オーケストラ鑑賞」では、参加希望
校が増える中、なるべく多くの子ども
が参加できるよう、公演回数、公演会
場等を今後も引き続き検討し、充実し
た事業実施を目指す。
■「ジュニア音楽リーダー育成事業」
では、効果的な指導ができるよう、実
施時期、回数等の実施方法を検討
し、充実した事業実施を図っていく。

教育委員会
指導課



①ネットワークづくりの推進

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

複
川崎区企業市民交流事
業

企業の地域社会貢献活動の機運を
高めるとともに、生活市民と企業市民
の交流の場づくりと協働による魅力あ
るまちづくりを進める。

■川崎区企業市民交流事業推進委員会を3回、部会を6回開催(例年開催の研修会
は中止)
■「川崎臨海部の夢発見！バスツアー」を2回実施、「かわさき区の宝物」ペーパーク
ラフトの制作を活用した魅力発信、「かわさき区魅力発見宝物ウォーキングガイドブッ
ク」の増刷
■区内中学校出前授業を5校で開催、交流イベント「かわさき企業市民交流Day」の開
催

■川崎区企業市民交流事業推進委員会を3回、部
会6回、研修会1回程度開催
■「川崎臨海部の夢発見！バスツアー」を2回実施、
「かわさき区の宝物」ペーパークラフト等の制作
■区内中学校出前授業を9校で開催、交流イベント
「かわさき企業市民交流Day」の開催
■区内の近代化遺産や産業文化財等を身近に知っ
てもらい、関心を高めることを目的に、かわさき産業
ミュージアム講座・ツアー等を実施

■既存事業の見直しと新規事業の展
開
■委員会参加企業拡充等、組織活性
化の検討が必要とされている
■新しいターゲット層や未来志向を念
頭に置いた企画

■区制50周年、東海道川崎宿起立
400年、市制100周年など記念事業と
の連携
■川崎区企業市民交流事業推進委
員会の運営
■企業等による中学生を対象とした
出前講座の実施
■「川崎臨海部の夢発見！バスツ
アー」の実施
■「かわさき区魅力発見宝物ウォーキ
ングガイドブック」を活用した区の魅力
発信
■かわさき産業ミュージアム講座、ツ
アーの実施
■「かわさき産業ミュージアムガイド
ブック」を活用した近代化遺産・産業
文化財のPRの推進

川崎区役所
企画課

②文化芸術の様々な分野への活用

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

2
クリエイティブ産業活用促
進事業

様々な業種とクリエイティブ産業との
マッチングを促進し、企業の情報発信
力強化や製品・サービスの高付加価
値化へと繋げる。

■事業者の抱える課題をデザインの視点から解決する方法についてのセミナーを3回
実施
■クリエイター等と事業者とのマッチングサイト「かわさきBizコン」の運営

■デザインに関する相談対応
■デザイン活用に関するセミナーの実施
■かわさきBizコンの運営

■事業者の持つ個別具体的な課題に
対する解決方法としてのデザインの活
用に対し、需要はあるものの、活用方
法等に関する周知が不足している。

■デザインに関する相談窓口の設置
やセミナーの開催を起業家支援拠点
K-NICで行う。
■K-NICの利用者等に周知を行うこと
で、より幅広い層に対しデザイン活用
の促進を図る。

経済労働局
イノベーショ
ン推進室

本
高齢者音楽療法推進事
業

音楽を聴いたり演奏する効果により、
認知症高齢者や要介護高齢者等が
精神的な安定と認知症の進行予防や
問題行動等の軽減を図る。

19施設において実施。参加者において、問題行動の軽減等がみられた。 20施設以上の施設において事業実施。

運動療法や作業療法など、他の療法
でも効果が期待できるとされている状
況等を踏まえ、今後、当該事業の実施
手法の見直しなどが必要。

当該事業の実施手法の見直しなど効
率化に向け検討する。

健康福祉局
高齢者事業
推進課

③文化芸術活動の連携の促進

複 川崎区役所まちづくり推進部企画課

　市内には、２つの音楽大学と日本で唯一の映画の単科大学という文化芸術系の大学、ＮＰＯ法人、文化団体、文化芸術活動に取り組んでいる企業等、様々な活動主体があります。第１期計画期間中に、これら活動主体や行政が連携した文
化芸術活動が大きく進みました。今後も相互の情報の共有化を進め、総合的な文化芸術活動の推進を図ります。

　文化芸術活動を行う団体・企業・芸術家等のネットワークづくりを推進することにより、新たな連携や芸術家の活躍の機会を創出し、文化芸術活動を支援していきます。また、様々なジャンルの芸術家が交流できる場所を創出し、相互に学び
あい、連携しながら各種文化芸術イベントやシンポジウム、情報の発信等を行っていきます。

　文化芸術を貴重なコンテンツとして産業や福祉等様々な分野に活用することにより、新たな産業や付加価値を創出していきます。

　市民や文化団体、大学、企業等様々な文化芸術活動の実施主体と連携した取組を促進していきます。

川崎区企業市民交流事業

施策2　市民・文化関係団体・企業との連携の推進



①施設の特長を踏まえた展示・公演等の実施

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

複
スポーツ・文化複合施設
整備等事業

スポーツや文化、レクリエーションの
諸活動に加えて、市民や来訪者が相
互に交流するコンベンションなどの多
目的な市民活動に対応できる施設と
することで、公園と一体となった賑わ
いと活力を創出し、都心における総合
公園にふさわしい富士見公園の再生
と活性化を推進する。

■主催・共催事業として、クラシック、ミュージカル、吹奏楽等の市民の鑑賞機会を創
出。
■普及事業として、ピアノ開放イベントやアウトリーチコンサートの実施し、文化芸術
の啓発につなげた。
■創造事業として、ダンスワークショップを実施し、創造活動の支援と実践の機会を創
出。
■ホール貸出実績　220件　アクトスタジオ貸出実績　249件

■主催・共催事業として、クラシック、ミュージカル、
吹奏楽等の市民の鑑賞機会を創出する。
■普及事業として、ピアノ開放イベントやアウトリーチ
コンサートを実施し、文化芸術の啓発につなげる。
■創造事業として、ダンスワークショップを実施し、創
造活動の支援と実践の機会を創出。
■ホール貸出やアクトスタジオ貸出（通年）

■多目的な市民活動に対応する施設
として、様々な市民のニーズに対応す
ることが求められている。

■カルッツかわさきの指定管理者によ
る効率的、効果的な運営

市民文化局
市民スポーツ
室

複
市民ミュージアム管理運
営事業

（令和元年東日本台風による浸水被
害により令和元年10月12日以降休
館）

本市の歴史、民俗、絵画、映像等の
資料や作品を収集、展示し、市民の
観覧、学習・研究を進めるため、博物
館と美術館の機能をあわせ持つ複合
文化施設として「市民ミュージアム」を
運営する。
また、令和元年東日本台風により被
害を受けた収蔵品の修復を進めると
ともに、新たな博物館、美術館に関す
る総合的な検討を行う。

■令和元年東日本台風により被害を受けた収蔵品の応急処置、修復等のレスキュー
を実施
■東海道かわさき宿交流館で被災後活動報告展、ミューザ川崎シンフォニーホール
でかわさき市美術展及び鉄道操車場物語展、大山街道ふるさと館で給水開始１００年
展、等々力緑地で夕やけ上映会を開催したほか、オンライン形式での展覧会やミュー
ジアム講座を実施
■教育普及事業として出張授業やワークショップ等を実施
■川崎市文化芸術振興会議市民ミュージアムあり方検討部会を開催し、新たな博物
館、美術館に関する総合的な検討を行い、１１月に「新たな博物館、美術館に関する
基本的な考え方」を策定
■「新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方」において、現施設・現在地での
ミュージアム機能の再開は行わないことを決定
■資料又は作品の収集
　寄贈 3件、保管替2件、購入 2件
■収蔵品台帳のデータベース化を完了

■博物館・美術館の複合文化施設として展覧会（他
施設）を実施
■被災収蔵品レスキュー活動に係る事項を中心とす
る調査研究を実施
■他施設の利用、学校への出張事業や屋外事業を
中心に、日常生活や学校教育の場では体験の機会
が少ない事業を実施
■新たな博物館、美術館に関する基本構想の策定
に向けた取組の実施
■令和元年東日本台風により被害を受けた収蔵品
の修復等の実施
■現施設の代替施設の設計及び調整の実施

代替施設において、限られたスペース
でレスキュー作業を行う必要がある。
また、展覧会や教育普及にあたっては
他施設を利用して行うことから、日程
調整や会場確保の面で課題があるた
め、効率的・効果的な運営を行うため
の調整が必要となる。

引き続き令和元年東日本台風により
被害を受けた収蔵品の修復等を進
め、新たな博物館、美術館の開設に
向けた総合的な検討を行うとともに、
展覧会の他施設実施など継続可能な
事業は引き続き実施していく。

市民文化局
市民ミュージ
アム・市民文
化振興室

複
小黒恵子童謡記念館運
営事業

　高津区在住の詩人・童謡作家であ
る小黒恵子氏から遺贈を受けた小黒
恵子童謡記念館について、 これまで
の姿をできるだけ残しながら、建物や
展示品を活用し、「童謡文化体験の
場」と「地域の憩い、交流の場」にする
ことを目的として、公募型プロポーザ
ル方式により選定された事業者に事
業費を補助し、施設を運営する。

■大型オルゴールや蓄音機、ピアノ、小黒氏の作品、童謡の楽譜・レコード等の常設
展示、「誰でも童謡歌手体験」など童謡を体験する場の提供、合唱、器楽、声楽、ピア
ノ等のミニコンサートや蓄音機・オルゴールを活用したコンサート、童話と童謡の参加
型おはなし会等の企画事業を通じて、小黒恵子氏の功績や童謡文化の普及啓発を
図り、入館者数は739人となった（イベント型の企画事業は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止に伴い、一部開催中止または開催方法を変更）。
■閉館日には貸館事業として貸ホール及び貸室を提供し、コンサートとしての利用を
はじめ、合唱や器楽の練習、講座や会議等として利用されるなど、文化芸術活動や地
域の憩い、交流の場の提供を行った。（貸館利用者数3,648人）
■地球温暖化防止活動推進センターや高津区役所と連携し、記念館の特徴を生かし
た自主事業を実施した。

■普及啓発事業
　・常設展示（1階ホール、2階展示室）
　・体験（「誰でも童謡歌手体験」等）
　・企画（定例企画：「ミニコンサート」、「やさしい童話
と童謡」、「集まれ!歌のミニ広場」、「特別コンサー
ト」、特別企画：「蓄音器コンサート」、「オルゴールコ
ンサート」、「音楽に寄すコンサ－ト」、「ピアノ開放
デー」、展示企画：「貸ミニギャラリー展」　等）
■貸館事業
■自主事業
　・川崎市地球温暖化防止活動推進センターとの連
携事業

■個人の功績を紹介する記念館で、
常設展示が主であるという施設の性
格上、企画展示等を行う博物館施設
等と比較して、リピーターを獲得する
のが難しい。
■元々が遺贈財産であることから、施
設で生じる不具合や修繕等が多い。
■引続き新型コロナウイルス感染症
予防策を講じたうえで、イベントや貸館
業務を実施する必要がある。

■各種イベント等の実施により、再開
館当初と比較して、年代を問わずリ
ピーターが増加傾向にあることから、
各種事業を継続して実施するととも
に、近隣の関係団体等との連携をより
進めていく。
■必要となる修繕等について、施設の
運営や長寿命化等を考慮しながら実
施する。

市民文化局
市民文化振
興室

　市内では、音楽や絵画などの多様な文化芸術活動や、地域で受け継がれてきた民俗芸能の保存伝承など多様な活動が行われており、美術館やホール等の文化施設で鑑賞や発表などの文化芸術活動が行われています。
　市民による文化芸術活動がより活発に行われるとともに、誰もが文化芸術に触れ、楽しめる機会を増やしていくことにより、魅力にあふれ、市民が愛着と誇りをもって暮らすことができるまちづくりを進めていきます。

施策1　文化施設等の効果的な運営

　市民の文化芸術活動の拠点ともなる文化関連施設については、適切な管理運営やアウトリーチ活動の実施等により、市民が文化芸術に触れるきっかけとなるほか、市民が身近に文化芸術に触れ、親しむことができる環境を提供していきま
す。

　博物館法や劇場、音楽堂等の活性化に関する法律等の趣旨を踏まえ、各施設の設置目的や運営方針に基づき、施設の特長を踏まえた魅力的で質の高い展示・公演等の事業を通して、文化芸術の創造拠点としての役割や市民の活動拠
点としての役割、川崎市の魅力発信拠点としての役割を果たしていきます。

基本目標3　市民が文化芸術に触れる環境・活動できる環境の整備



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

複
川崎シンフォニーホール
管理運営事業

世界的な音楽家の指揮や演奏など良
質な音楽鑑賞の機会や「市民の晴れ
の舞台」を提供することで、市民の音
楽活動の振興を図るため、「音楽のま
ち・かわさき」の中核施設としてミュー
ザ川崎シンフォニーホールを運営しま
す。

■フェスタサマーミューザについて、ホール公演を実施した。
また、公演の様子を動画配信しオンライン鑑賞券を販売した。
■１１月１６日「ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団」・１１月２０日「ロイヤル・コンセル
トヘボウ管弦楽団」の公演を中止した。
■「ミューザの日」については、座席券の販売および周辺商業施設や企業等との連携
を図り、動画配信による公演を実施した。
■「市民交響楽祭」、「市民合唱祭」の実施。なお「市民合唱祭」については、無観客で
開催した。新型コロナウイルス感染症拡大の影響により「市民吹奏楽祭」を中止。
■中長期修繕計画に基づいて工事等が円滑に執行できるよう、ホールの指定管理者
や関係部署と協議等を行った。

■首都圏の主要のプロオーケストラが集結し連日演
奏会を行う「フェスタサマーミューザ」を、「音楽のま
ち・かわさき」の夏の風物詩として開催。昨年度に引
き続き、公開リハーサルやプレトークやプレコンサー
トを実施し、市民へ良質な音楽提供を行う。
■一流の海外オーケストラによる演奏会について、
引き続き開催し、世界的に音響評価の高いホール
で、世界最高峰の音楽を提供する。
■周辺商業施設及び企業等と連携し、こども等が気
軽に参加できる「ミューザの日」など多彩なイベント開
催を市制記念日かつミューザ開館日である7月1日に
行う。
■「市民の晴れの舞台」として、世界的に音響評価
の高いホールで市民による演奏の機会を創出するた
め、「市民合唱祭」、「市民交響楽祭」及び「市民吹奏
楽祭」を開催する。
■中長期修繕計画に基づいて関係各所と引き続き
調整を行い必要箇所の修繕を実施する。

■建物・設備の経年劣化が見られる
ため長期修繕計画に沿ったメンテナン
スを適切に実施する。

■安全で優れた音響効果を持つホー
ル施設を適正に管理運営できるよう
策定した中長期修繕計画に沿ったメン
テナンスが円滑に執行できるよう、指
定管理や関係部署との協議行う。
■国内外の一流オーケストラによる公
演や、将来の聴衆を育てるフェスタサ
マーミューザや周辺施設や企業と協
働する「ミューザの日」等の多彩な事
業を引き続き展開する。

市民文化局
市民文化振
興室

複
大山街道ふるさと館管理
運営事業

大山街道の歴史・文化を学び、文化
活動を通じて地域の交流や活性化を
図るため、「大山街道ふるさと館」を運
営する。

■博物館事業
・常設展として、「大山街道　ふるさとの歴史・民俗・生活展」を企画展以外の時期に実
施。
・企画展として4回、「絵図・絵葉書・雑誌にみる高津」「給水開始100年―近代川崎を
切り拓いた水道―」「二子・溝口と多摩川―生活・産業・治水―」「地域が創出するカル
チャー展」を実施（「ふれあいクラブ高津・趣味の作品展」は中止）
・ミニ企画展として6展示、「大山街道の宿場めぐり」等ミニふるさと発見展を3回、切り
絵展2回、ミニ市民ギャラリーを実施、さらに高津のまちアーカイブ展を実施
■歴史文化探究事業
大山街道や地域に関する歴史や地域に縁のある人物などを取り上げ、ふるさと探求
講座を3回「県央地域の大山街道―海老名を中心に―」「溝口村の水騒動」「幕末期、
大山街道沿いの歌人たち」を実施。街道学習講座を2回（秋期分については中止）、子
ども大山街道探検クラブを年間11回実施（5月～1月、7･8月は各2回)、ふるさとまち歩
き講座「新編武蔵風土記稿」を1回実施、高津小学校等近隣小学校2校（他3校は実施
見合わせ）にふるさと館職員を派遣し、ふるさと出前授業を実施、など
■地域活性化事業
　まちのマイスター体験講座3回は中止、ぶらり散歩、近隣の小中学校から計2件の職
場訪問等街道学習受入事業を実施、ウォーキングステーション事業等の実施（ふるさ
と館を拠点とした5km～35kmまでの市内を巡る10コースを設置し、年間延べ1,807名が
利用）、寄席・落語膝栗毛in大山街道ふるさと館を3回実施

■博物館事業
・常設展示「大山街道　－二子・溝口宿－　ふるさと
の歴史・民俗・生活展」を実施
・年5回の企画展の実施
・ミニ企画展6回、アーカイブ展示の実施
・古文書管理、郷土資料等の収集・充実、レファレン
スサービスの実施
など
■歴史文化探求事業
ふるさと探究講座を3回、企画展記念講演会を2回、
街道学習講座を6回、ふるさとまち歩き講座を2回、
子ども大山街道探検クラブを5月より毎月実施、ふる
さと子ども出前授業の実施(近隣5校)など
■地域活性化事業
各種イベント（秋のふるさと館まつり、冬のふるさと館
まつり、まちのマイスター体験講座、ぶらり散歩等）
の開催、ウォーキングステーション事業の実施等

■効率的・効果的な運営や施設管理
を行い、また、建物の構造が複雑なた
め限られたスペースを有効に活用する
など、市民に興味を持ってもらえる魅
力的な展示等行う必要がある。
■市民のみならず、大山街道に関連
する魅力を市外居住者やインバウンド
に向けた情報発信が必要である。

設置目的である市民文化の発展に寄
与することはもとより、市外居住者や
インバウンドに向けた新たな川崎の魅
力の創造・発信の拠点として、さらなる
魅力の向上とともに、大山街道周辺
地域、さらには高津区全域のまちづく
りに係る支援拠点として、指定管理者
による効率的、能率的な施設運営を
推進する。

市民文化局
市民文化振
興室

複
東海道かわさき宿交流館
管理運営事業

東海道川崎宿の歴史、文化を学び、
後世に伝えるとともに、地域活動・地
域交流の拠点とするため、「東海道か
わさき宿交流館」を運営する。

■文化イベントである「江戸の粋に遊ぶシリーズ」では、「民謡さまざま」「聲明」「能楽」
「今様」の４回を実施。街道シリーズの講演会では、「世界遺産の２つの道を歩いて」、
「琉球王国からの使者」、「熱海道を往く」、「ヤマトタケルの道・古東海道と謎の相武王
国」を実施したほか、若手落語家や講談師による「お昼の落語」「講談で交流」などを
実施した。また、社会人落語家団体の協力で「アマチュア名人会」を開催した。
■地域団体と連携した街歩きなど多種多様なイベントを開催した。

■１か月～１か月半ごとに企画展示を実施
■交流館を活用した各種文化イベントとして公演鑑
賞、「宿場・街道」テーマとした講演会、落語などを実
施
■こども向け体験教室（クラフトアート等）を実施
■交流館を近隣の学校等と連携し、校外学習の場と
して活用いただき、職場体験など学習支援事業を実
施

令和３年１月には開館以来、来館者３
４万人を迎え、東海道川崎宿の歴史・
文化を学べる地域交流の拠点として
市民の文化芸術活動の振興に寄与し
ているが、引き続き外国人を見据えた
理解しやすい展示更新、市民との地
域交流活動の展開等を適宜行政によ
るモニタリングを行いながら取り組み、
他施設との連携を図れるよう適宜調
整する必要がある。

第４期指定管理者による効率的・効果
的な運営により東海道川崎宿の歴史
文化の発信拠点として施設の機能充
実を図るとともに、市民の文化活動や
交流の場の提供を推進する。

市民文化局
市民文化振
興室



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

複
藤子・Ｆ・不二雄ミュージ
アム事業

本市ゆかりの漫画家、藤子・Ｆ・不二
雄の作品に込められたメッセージを幅
広い世代に伝えることで、文化芸術を
振興し、本市の魅力を増進するため、
「藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム」を運営
する。

■令和元年7月から令和3年6月14日まで「ドラえもん50周年展」を引き続き開催(令和
元年度から3期にわたり開催)
■令和3年7月1日以降開館10周年展を開催
■令和3年9月3日の開館10周を迎えるにあたり、10周年記念事業を実施
■外国人入館者への対応として、引き続き、「藤子・F・不二雄ミュージアム周遊マッ
プ」英語・中国語版の配布を実施

■生田緑地５施設クイズラリーを開催
■令和3年7月1日以降開館10周年展を開催（令和4
年10月まで）
■10周年記念事業を引き続き実施する（巡回展示
『ポケットミュージアム』）
■外国人入館者への対応として、引き続き、「藤子・
F・不二雄ミュージアム周遊マップ」英語・中国語版の
配布を実施

開館以降、年間40万人以上の方が来
館する市を代表する文化施設であり、
川崎市にゆかりのある藤子・Ｆ・不二
雄氏の作品の展示等を通じ、文化芸
術に触れる機会を作り、国内外に本市
の魅力を発信していく必要がある。ま
た、新型コロナウイルス感染症の影響
で入館者数が減少しているため、感染
症予防対策を実施することで安心して
来館していただけるよう広報するなど
入館者増に向け取組を行っていく。

新型コロナウイルス感染症予防策を
講じたうえで、市を代表する文化施設
として、指定管理者による効率的・効
果的な運営をするとともに、市民に文
化芸術に触れてもらえる機会を提供
する。また、国内外からも多くの来館
者が見込まれることから、本市の魅力
発信施設として、魅力あるまちづくりを
推進する。

市民文化局
市民文化振
興室

複
青少年科学館管理運営
事業

　自然・天文・科学の各分野におい
て、市民への科学知識の普及啓発や
科学教育の振興のため、市内唯一の
自然科学系の登録博物館として、「青
少年科学館」（かわさき宙と緑の科学
館）を運営します。

■家庭でも科学館の魅力に触れてもらえるよう、「おうちで楽しむデジタル科学館」を
ホームページに掲載するとともに、天文、動植物に関する情報をＳＮＳにより積極的に
発信した。
■新型コロナウイルスの影響を受け、一部は中止となりましたが、サイエンスワーク
ショップなどの科学実験教室は定員を削減するなどの感染防止対策を徹底して実施
した。
■新型コロナウイルスの影響により、定員・回数を縮小しプラネタリウムワークショッ
プ、各種天体観測会、講演会を開催した。また、プラネタリウムの有効活用として一般
団体が貸切利用できる「星空自由空間」については、星空のもと音楽を楽しむ場とし
て利用された。
■天文、科学サポーター研修会を開催し、「星を見る夕べ」など天体観測会での修了
者の活用を図るとともに、サイエンスワークショップなど科学実験教室を市民活動団体
と連携して実施した。
■生田緑地における他博物館や美術館と連携した取組については、日本民家園との
連携により「七夕」「お月見」事業を実施した。
■年間を通じて９つの記念事業を実施し、多くの来館者に当館の魅力を発信しまし
た。

■ＳＮＳや広報誌を活用した積極的な広報を展開す
るとともに、リピーターを増やす展示の工夫、魅力あ
るプラネタリウム番組を製作する。
■多様なニーズに対応した自然・天文・科学の３分
野に関するワークショップ等を実施する。
■プラネタリウムの活用、講演会、各種天体観測会
等を実施する。
■市民対象の研修会や修了者が活動できるイベント
を実施し、ボランティアの受皿となる市民活動団体等
との連携を図る。
■民家園内で職員が解説を行う月の観察会など、各
博物館の特色を活かした生田緑地全体の魅力を向
上させる事業を実施する。

■青少年科学館運営基本計画、社会
教育委員会議青少年科学館専門部会
の事業評価等を踏まえ、本市唯一の
自然科学系の博物館として、学芸業
務を計画的に進める必要がある。
■指定管理者と連携を密に行い、円
滑な館の管理運営、広報の充実を図
る必要がある。

■博物館の根幹である学芸業務は、
専門性・継続性を重視して、学芸員を
中心に資料収集、調査研究・展示・教
育普及活動の充実を図る。
■生田緑地内の他の博物館施設及
び指定管理者との連携により、生田緑
地全体の魅力発信につながる事業展
開・広報活動を推進する。

教育委員会
文化財課

複
日本民家園管理運営事
業

日本民家園の効率的運営と市民ニー
ズを反映した魅力ある博物館づくりを
進める。

■年間来園者数は101,664人（内外国人1,713人）となった。新型コロナウイルス感染
症拡大は続いたものの、総入園者数には回復の兆しが見えた。
■古民家の野外博物館としての特色を生かした取組として、感染症対策を行いながら
展示事業、教育普及事業（講座・学校体験等）を実施し、かわさき宙と緑の科学館と
の連携も進めた。
■文化財と来園者の安全確保、施設の長寿命化のため、古民家補修工事、耐震補
強設計、園路・排水整備工事、警備員詰所改修工事、本館外壁補修工事、本館地下
漏水対策工事、総合防災設備点検・補修、支障木管理を実施した。

■展示としては、企画展２本、年中行事展示を予
定。
■教育普及事業としては、藍染めワークショップ
、子ども向け展示解説、古民家解説等を予定。
■広報としては、公式サイト、SNSを活用した広報を
予定。
■文化財の保存整備としては、太田家・作田家耐震
補強工事、沖永良部の高倉屋根葺き替え工事、信
越の村園路・排水整備工事（第2期）、支障木管理等
を予定。
■事業連携としては、青少年科学館と七夕行事、月
見行事の開催を予定。

■日本の伝統文化になじみのない子
どもや外国人が増えており、こうした
来園者層に対応した事業展開が必
要。
■耐震補強が必要な１９棟のうち完了
しているのは４棟のみであり、工事の
着実な実施が必要。また、豪雨に伴う
排水対策及びバリアフリー対策として
園路整備が必要。さらに、文化財及び
来園者の安全対策と展示整備の両面
の視点から植栽の見直しが必要。
■観光拠点として生田緑地のブランド
化に貢献するため、様々な主体と連携
を進め、施設の特長を活かした情報
発信が必要。

■家と暮らしについての日本の伝統を
文化として伝える博物館づくりを進め
ていくため、次の世代を担う子どもた
ちや外国人にも理解しやすい展示、参
加しやすい普及活動を展開する。
■文化財にとっても利用者にとっても
安全な博物館づくりを目指し、誰でも
安心して文化財にふれることができる
ようバリアフリー化や植栽の見直しを
進める。
■市民、市民活動団体、学校、建築
関連団体、研究機関、民間企業等と
連携した開かれた博物館づくりを進
め、文化財を通して多様な人材が集
まり、新たな価値を生み出す場を創出
する。

教育委員会
文化財課



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

複 岡本太郎美術館

岡本太郎の芸術を紹介し、なおかつ
市民の美術、芸術に関する創作活動
を促進し、市民の芸術及び文化の発
展に寄与することを目的として、展覧
会、調査研究、教育普及事業等を行
う。

■常設展（４回）、企画展（４回）の開催
企画展「挑む岡本太郎」展・「太郎写真曼陀羅」展・「戦後デザイン運動の原点－デザ
インコミッティの人々とその軌跡」展・「第２５回岡本太郎現代芸術賞」展
■岡本太郎撮影写真資料のデジタル化、プリントの作成及び映像のデジタル化、北
代省三関連資料の写真デジタル化の実施
■小中学校等団体の鑑賞学習の実施、出張事業等の開催
■施設の長寿命化や作品保存管理、市民の施設利用の利便性の向上を図るため、
施設の補修工事等を実施（ヒートポンプ整備、電気湯沸器更新工事等）
■フラワーアレンジ教室等の指定管理者自主事業の開催
■ホームページにヴァーチャルミュージアムの掲載

■常設展（２回）、企画展（２回）の開催
企画展「小松美羽展　岡本太郎に挑む－霊性とマン
ダラ」・「第２６回岡本太郎現代芸術賞」展
■岡本太郎撮影写真資料のデジタル化、プリントの
作成及び映像のデジタル化、北代省三関連資料の
写真デジタル化の実施
■小中学校等団体の鑑賞学習の実施、出張事業等
の開催
■施設の長寿命化や作品保存管理、市民の施設利
用の利便性の向上をはかるため、施設の補修工事
等の実施
■生田緑地サマーミュージアムの開催や各種ワーク
ショップ等の自主事業の開催

生田緑地の観光強化について「新・か
わさき観光振興プラン」の施策に位置
づけられており、周辺施設等との連携
等により多様な観光ニーズに応える魅
力づくりに取り組む必要がある。

企画展の充実、幅広い分野での普及
企画事業の展開や指定管理者の特
性を活かした事業展開の促進を図る。

市民文化局
岡本太郎美
術館

②施設間の連携・協力

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

③文化施設等のアウトリーチ活動の充実

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

④バリアフリープログラムの推進

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

　施設同士が互いの特性を活かして連携しあうことにより、情報の共有、広報・事業等の充実を図り、地域や文化関連施設相互の魅力を発信していきます。

　文化施設の魅力等について、館の内部だけにとどまらず、アウトリーチ活動等を通して展開し、より多くの方に鑑賞の機会を提供することにより、川崎の文化芸術活動の裾野を広げていきます。

岡本太郎美術館

青少年科学館管理運営事業

日本民家園管理運営事業

市民ミュージアム管理運営事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

大山街道ふるさと館管理運営事業

東海道かわさき宿交流館管理運営事業

藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

岡本太郎美術館

青少年科学館管理運営事業

アートセンター管理運営事業

アートセンター管理運営事業

　子ども連れの方、高齢者、障がいのある方等にも身近に文化芸術に触れていただける機会を提供していきます。

市民ミュージアム管理運営事業

市民ミュージアム管理運営事業

岡本太郎美術館

小黒恵子童謡記念館運営事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

青少年科学館管理運営事業



⑤専門人材の養成

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

⑥計画的な修繕の実施

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 平和館管理運営事業

市民の平和に対する理解を深めると
ともに、平和を希求する市民相互の
交流及び平和活動を推進し、平和都
市の創造と恒久平和の実現に寄与す
るための事業を行う。

■令和３年度来館者総数　28,621人

■企画展・特別展
・7/30～8/26　　　 2,547人
・12/3～3/11　　　　　-
・11/6～12/5　2,471人
・第1回　6/19～7/18　　2,636人　　　第2回　R4/1/8～2/6　2,461人
・3/12～/5/8　6,691人、
■２３回開催　2,765人
■８件、１８万円を補助

■企画展・特別展
・原爆展・特別展 8月
・巡回平和展 12月～2月
・企画展 11月～12月
・ミニ企画展  6月～7月　1月～2月
・川崎大空襲記録展 R４/3/12～5/8
■親子平和推進事業（親子映画上映会、平和館見
学ツアー等）
■14件、38万円を補助予定

　「核兵器廃絶平和都市宣言」の理念
を伝承し、平和を愛する心を育めるよ
う、常設展示や企画展などにより、平
和啓発を推進することが一層重要と
なっている。
　社会状況の変化や核兵器を巡る動
きなど展示内容に関する新たな課題
への対応が必要となっている。
　老朽化した設備の更新が必要となっ
ている。

　常設展示や各種企画展・イベントの
実施により、より一層、平和に関する
啓発を行う。
　平成２６年４月に常設展示のリ
ニューアルを行ったが、引き続き展示
内容について、社会状況の変化に応
じて更新していく。
　施設の設備更新を図り、施設の長寿
命化を図る。

市民文化局
平和館

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 市民文化局市民文化振興室

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

複 教育委員会事務局生涯学習部文化財課

　施設従事者に関しての専門性の確立に向け、研修への参加、文化施設での人材育成等を実施します。

日本民家園管理運営事業

日本民家園管理運営事業

アートセンター管理運営事業

市民ミュージアム管理運営事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

大山街道ふるさと館管理運営事業

東海道かわさき宿交流館管理運営事業

藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム事業

青少年科学館管理運営事業

岡本太郎美術館

小黒恵子童謡記念館運営事業

　施設の長寿命化や安全性の確保、魅力の増進等のため、中長期の修繕計画を策定し、計画的な修繕を行っていきます。

岡本太郎美術館

アートセンター管理運営事業

市民ミュージアム管理運営事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業

青少年科学館管理運営事業



①身近に文化芸術に触れる機会の充実

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
中心市街地活性化マネジ
メント事業
令和2年度で終了

商店街が行う地域住民と連携した事
業を促進し、商店街のコミュニティ機
能の拡充と商業活性化を図る。

- - - -
経済労働局
商業振興課

本
商店街魅力アップ事業
令和3年度は事業実施な
し

商店街団体等が地域住民に親しま
れ、魅力ある商店街を形成することを
目指し、地域の活性化及び地域商業
の振興を図ることを目的に実施する
事業を支援。

■20件の商店街イベント等を支援する予定
■イベントの中には音楽やダンス等のステージが行
われるものもある

■商店街組織の高齢化等に伴う運営
上の課題あり
■また、新型コロナウイルス感染症を
考慮したイベントの実施体制・手法の
検討が必要。

■各種計画等と整合をはかりながら
随時見直しを行う

経済労働局
商業振興課

本
市民との協働による緑化
推進事業

人材育成や緑の活動団体に対する支
援等により、市民による地域緑化の
意識向上と促進を図る。

・市内の花と緑による優良な景観づくりに活動している人々を対象としたコンクールを
開催し、１３０件の応募があった。
・ボランティアの育成を目的として、花と緑のまちづくり講座（修了者数１５名）、花壇ボ
ランティア実践講座などを開催した。
・公共施設等で年間を通して維持管理活動を行っている緑の活動団体（２０９団体）に
対して、活動支援として活動経費の一部を助成した。

・市内の花と緑による優良な景観づくりに活動してい
る人々を対象としたコンクールを開催する。（R４年６
月２５日表彰式開催予定）
・ボランティアの育成を目的として、花と緑のまちづく
り講座、花壇ボランティア講座等を開催する。
・公共施設など公開性の高い場所で年間を通して維
持管理活動を行っている緑の活動団体に対して登
録し、活動費の助成等の支援を行う。

・わがまち花と緑のコンクールの応募
作品を増やすための取り組み（広報の
強化等）
・各種講座によるボランティア育成を
推進し、講座修了者のさらなる人材活
用を図る取り組み
・緑の活動を行っているボランティア団
体に対して、持続的に活動を行っても
らうための支援

引き継き、人材育成や緑の活動団体
に対する支援等により、市民による地
域緑化の意識向上と促進を図ってい
く。

建設緑政局
みどり・多摩
川協働推進
課

本
音楽のまち・かわさき推
進事業

川崎区を音楽でいっぱいのまちにをコ
ンセプトにしたまちづくりを推進する。

■区民が気軽に音楽を楽しむ機会の創出のため、かわさき区ビオラコンサートの定例
コンサートを、市役所第３庁舎、川崎アゼリアサンライト広場及びカルッツかわさきアク
トスタジオで計６回開催した。
■川崎駅東口の商業施設（川崎ルフロン）でコンサートを1回開催予定であったが、コ
ロナで中止となった。
■川崎区内の2か所（大師支所、田島支所）で出張コンサートを開催した。

■区民が気軽に音楽を楽しむ機会の創出のため、
かわさき区ビオラコンサートの定例コンサートを、市
役所第３庁舎、川崎アゼリアサンライト広場及びカ
ルッツかわさきアクトスタジオで計６回開催予定
■川崎駅東口の商業施設（川崎ルフロン）でコン
サートを1回開催予定
■川崎区内の2か所（大師支所、田島支所）で出張コ
ンサートを開催予定

■来場者は同程度で推移しているも
のの、より広い世代の方が興味を持
ち、来場いただけるような工夫が必要
とされている。

■引き続き、区民に気軽に音楽を楽し
んでもらう機会を設けるため、「かわさ
き区ビオラコンサート」（定例コンサー
ト、商業施設コンサートなど）の実施

川崎区役所
企画課

施策2　市民が身近に文化芸術に触れる機会の提供

　まちなかや身近な場所において市民が気軽に文化芸術を楽しむことができる環境づくりを行うことにより文化芸術の裾野を広げるとともに、ホール等に足を運びにくい環境の方々にも文化芸術を楽しんでいただける機会を提供します。

　区役所のロビーや商業施設等、気軽に立ち寄れる空間での展示会や、音楽、芸能等の鑑賞機会を提供することにより、誰もが身近に文化芸術に触れることができる機会を提供していきます。



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 花と緑のさいわい事業

区内の緑化推進と区内の緑化意識の
高揚を図るとともに、区民間の交流を
促進するなど花と緑の潤いあるまちづ
くりを推進する。

■「公共花壇花植え事業」は、区民ボランティア団体「さいわい花クラブ実行委員会」
及び下平間小学校2年生児童、塚越中学校緑化委員との花植えを、川崎信用金庫の
協力も受けて6月・7月、11月・12月に実施した。また「さいわい花クラブ実行委員会」で
年間を通じて除草・水やり等の維持管理作業も行った。
■「区庁舎前花いっぱい事業」では、「さいわい花クラブ実行委員会」との協働で幸区
庁舎前庭の花壇への花植えを5月、11月に実施し、通年の維持管理作業も行った。
■「花クラブ講習会」は、「さいわい花クラブ」の活動周知と人材を確保することを目的
に「季節の寄せ植えづくり講座」を実施し、28名が参加した。
■「緑化活動団体支援事業」では、10・11月に、区内で公共花壇等を維持管理してい
る団体に花苗等の提供を行った。（配布団体数：のべ43団体）
■「夢見ヶ崎動物公園花植え事業」では、5月・6月・11月・12月に、地域の小学校4校
（夢見ヶ崎、小倉、南加瀬、日吉）と「さいわい加瀬山の会」と協働で実施した。

■「公共花壇花植え事業」は区民ボランティア団体
「さいわい花クラブ実行委員会」及び下平間小学校2
年生児童、塚越中学校緑化委員との花植えを、それ
ぞれ6月・7月と11月・12月の年2回ずつ実施予定。ま
た、「さいわい花クラブ実行委員会」の手で除草等の
維持管理作業も行う。
■「区庁舎前花いっぱい事業」は、「さいわい花クラ
ブ」との協働で5月と11月の年2回実施し、維持管理
作業も行う予定。また、幸高校の生徒と協働し、新た
に花植えを行う予定。
■「花クラブ講習会」は、外部講師を招く講習会形式
で実施予定。
■「緑化活動団体支援事業」では、10・11月に、区内
で公共花壇等を維持管理している団体に花苗等の
提供予定。
■「夢見ヶ崎動物公園花植え事業」では、地域の小
学校4校（夢見ヶ崎、小倉、南加瀬、日吉）と「さいわ
い加瀬山の会」と協働で、各校6月と10・11月の年2
回ずつ実施予定。

■緑化活動支援事業については、
年々、緑化団体が増加していく傾向に
あり、花苗を提供する団体や花苗数を
検討する必要がある。
■「さいわい花クラブ実行委員会」は、
昨年度より定例会議を自主運営する
ようになっているが、引き続き、市民活
動団体として自立を目指す支援をして
いく。

■引き続き「さいわい花クラブ実行委
員会」と協働で公共花壇花植え事業
など地域の緑化推進を行う。
■「さいわい花クラブ実行委員会」は、
区役所主導の状況から、自立した市
民活動団体に移行することを目指す。
■「夢見ヶ崎動物公園花植え事業」で
は、「さいわい加瀬山の会」から要望
や提案を多くいただくことから、要望内
容等を精査し、計画的に進める。

幸区役所企
画課

本 音楽のまち推進事業
身近な場所でより多くの人に音楽に
親しんでもらう機会を設けて音楽のま
ちづくりを推進する。

■「夢こんさぁと」は、区民による実行委員会と連携を図りながら、コンサート年8回を
開催し、年間来場者は約534人。
■「さいわいハナミズキコンサート」は、ミューザ川崎シンフォニーホールで令和4年2月
13日に開催。演奏者は幸区内中学校1組を含む計5組。来場者は約700人。
■「はぴ☆こん～誰もが幸せになるコンサート～」は、令和3年11月13日にミューザ川
崎１階ガレリアで開催。演奏者は計4組、来場者は約200人。

■「夢こんさぁと」は、区民による実行委員会と連携
を図りながら、定例のコンサート年8回を開催予定。
■「さいわいハナミズキコンサート」は、ミューザ川崎
シンフォニーホールで令和5年2月4日に開催予定。
■「はぴ☆こん～誰もが幸せになるコンサート～」
は、ミューザ川崎１階ガレリアで令和4年11月13日開
催予定。

■参加団体の確保について
全ての音楽事業で参加団体を公募し
ているが、ジャンルに偏りが出たり、会
場の設備などの事情で出演が制限さ
れることがある。また、「さいわいハナ
ミズキコンサート」や「はぴ☆こん～誰
もが幸せになるコンサート～」で出演し
てもらいたい川崎市や幸区に関わりの
ある団体やコンセプトに合致する団体
の申込状況が乏しく、条件に合った団
体に限りがある。

■それぞれのコンサート来場者に高
齢者が多く来場者のニーズを捉えた
内容や運営を進めていく。

幸区役所企
画課

本
中原区役所コンサート事
業

ランチタイムに区役所を中心とした区
内公共施設でクラシックをはじめとし
て、幅広く質の高い音楽を気楽に楽し
んでいただき、親しまれる区役所を目
指すとともに中原区における音楽の
まちづくりを推進する。

①平和館屋内広場、グランツリー武蔵小杉にてコンサートを実施した。
②エポックなかはらでスペシャルコンサートを実施。無観客による動画配信を行い、
700回以上再生された。

①中原区役所５階会議室で3回、区内施設で３回の
計6回コンサート実施する予定。
②幅広い世代に楽しんでもらうため、他事業と連携し
実施する。

多くの参加者がリピータであり、特定
の世代に偏っていることから、新たな
参加者が少ないこと。

子育て世代など新たな参加者を増や
すため、従来のクラシックだけに捉わ
れない、様々なジャンルの演奏を実施
予定。

中原区役所
企画課

本
区民の手で花いっぱい中
原事業

区民の手によって5月は季節の花、11
月はパンジーを中心に武蔵小杉駅周
辺等の区内5か所の花壇で植栽を行
うことで、景観を向上や区のイメージ
アップを図る。また、親子花植え体
験、花植講習会等を実施することで、
区民の緑や環境に対する意識の向上
を図る。

①武蔵小杉駅周辺等区内5箇所の花壇の維持管理を円滑に実施。5月・11月に引き
抜き及び植替えを実施。
②事業の活動を広く市民に知らせるための広報冊子を配布。

①武蔵小杉駅周辺等の植栽
②花壇を活用した、市民参加型イベントの実施
③花の配布会の実施

・委員の高齢化により、自立的に事業
を行うことが難しくなってきている。
・市民参加型イベントは参加者が少な
くなってきているので実施手法の見直
しが必要。

今後も継続して実施し、「花による潤
いのあるまちづくり」の推進を図る。

中原区役所
企画課



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
高津区「音楽のまち」推進
事業

音楽を通して、区民にゆとりと安らぎ
を提供するとともに、地域の音楽文化
の振興を図る。また、区民や地域の
多様な主体との協働により、様々な音
楽イベントを開催する。

■花コンサート
プロなどの音楽家によるコンサートを気軽に楽しめる機会として、区役所１階ロビーに
て開催してきたが、令和3年度は、区役所ロビー改修工事のため他会場で実施した。
また、当初年間5回を計画していたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、4回が開
催できず別日に収録し、高津区のYouTubeチャンネルで配信をい代替開催とした。

■サロンDEコンサート
　・サロンDEコンサート　全７回
9月20日（日）、10月18日（日）、11月15日（日）、12月20日（日）、1月17日（日）
　　サックス、アルパ・デュオ、サクソフォン四重奏、八重山古典民謡、ヴァイオリン他
延べ来場者数112人
　・おやこDEコンサート　２回
　12月3日（木）、2月7日（日）
　　ピアノ、ビブラフォン他　延べ来場者数９９人
　・ホールDEコンサート　2月28日（日）
　アルパ・デュオ　延べ来場者数160人
■プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業
「橘ファミリーコンサート」（全 ３２回で参加者数、計４４５１１４人）
「おはよう！歌の広場」主にシニア層が参加し（全１回で参加者３４人）。
■高津区民音楽祭
1月30日開催　23団体参加、無観客開催

■子どもの音楽文化体験事業
　・こども文化センターへの演奏者派遣７箇所
　・洗足学園音楽大学内で開催される公演への無料招待　１回
　　・洗足学園音楽大学講師等プロによるオペラ公演「ヘンゼルとグレーテル」の開催
１回来場者120名
　・小学生を対象とした打楽器演奏体験　１回（練習３回＋発表）参加者30名
　・未就学児を対象としたリトミック体験　中止

■花コンサート
　・花コンサート510回実施
（5月22日、6月25日、7月26日、8月23日、9月27日
、10月23日、11月22日、12月4日、1月22日、2月26
日）

■プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業
「たちばなファミリーコンサート」は８月、１２月に開催
予定。「おはよう！歌の広場」は５月より年６回開催
予定

■高津区民音楽祭
・高津区民音楽祭の開催 3回
（11月6日、11月12日、11月26日）

■子どもの音楽文化体験事業
　・こども文化センターへの演奏者派遣７箇所
　　・洗足学園音楽大学講師等プロによるオペラ公演
の開催　１回（8月410日）
　・小学生を対象とした打楽器演奏体験　１回（練習
３日間（7月27日・8月1日・8月8日）＋発表8月410日）
　・未就学児を対象としたリトミック体験　２回（令和４
年7月2日・令和5年３月中）

■花コンサート
各事業間の連携により、相乗効果を
図っていく必要がある。新型コロナウ
イルス感染症対対策を行った上での
通常開催を目指し調整する必要があ
る。

■プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業
実行委員が高齢ということもあり、運
営体制や開催手法について改善の余
地がある。
実行委員会と協働して、滞りなく事業
を実施する。

■高津区民音楽祭
高津市民館がワクチン接種会場によ
り使用できない可能性がある。高津市
民館を希望する声が多く、他会場と
なった場合の調整が必要となる。

■子どもの音楽文化体験事業
オペラについては今後も来場者の利
便性の高い高津市民館がワクチン接
種会場により使用できない可能性が
あるため、広報活動に力を入れること
が求められる。また、各イベントとも実
施時期の調整など、新型コロナウイル
スの影響を受けにくい形を目指す必要
がある。

■花コンサート
区内の多様な音楽資源を活かしなが
ら事業を展開し、音楽を契機とした
人々の交流促進や心豊かなまちづくり
を進める。また、事業継続のため、こ
れまで実施してきた平日のランチタイ
ムではなく、平日夜や土日開催でかつ
事前申し込み制により人数制限を行
い開催する。
 

■プラザ橘みんなで楽しむ音楽事業
各事業において改善を図りながら、今
後も幅広い世代の市民が音楽を楽し
める事業を実施していく。特に「おはよ
う！歌の広場」は、シニア層を中心に
定着しつつあるので、引き続き市民の
交流の場となるよう、継続していく。

■高津区民音楽祭
今年度開催の結果を踏まえ、小黒恵
子童謡記念館や溝ノ口劇場などの活
用による分散開催を検討する。

■子どもの音楽文化体験事業
各イベントごとに、来場者アンケートに
よるニーズ調査を実施し、費用対効果
の検証・見直しを行いながら、１人でも
多くの子どもたちに音楽に触れる機会
を提供できるよう検討を行う。

高津区役所
地域振興課
（生涯学習支
援課）

本 みやまえロビーコンサート
区役所を訪れた方々に上質の音楽を
提供し、区役所を身近に感じてもら
う。

■コロナウイルス感染症の対策を行いながら、当初、年間１０回開催予定でしたが、
感染者数が増えた時期もあり、感染症拡大防止の観点から、６回の開催となった。

■年間10回宮前区役所2階ロビーの他、向丘出張
所、宮前スポーツセンター、有馬・野川生涯学習支
援施設（アリーノ）、区内公共施設で開催予定。演奏
家、声楽家による、クラシック、ジャズ、ポップス等幅
広いジャンルの音楽の演奏を実施予定。

■会場については、区役所にこだわる
ことなく、区内公共施設を中心に会場
を設置することが必要である。また、
演奏のジャンルも偏ることなく実施す
ることも課題となっている。

■区民から高い評価を得ており、企画
内容の充実に努めて事業を継続して
いく。

宮前区役所
企画課

本
音楽による区の魅力発
信・地域交流創出事業

地域の文化環境の向上と意識の醸成
を目指し、音楽芸術に身近に触れる
機会を提供し、併せて多摩区の魅力
や区内の活動等をアピールすることを
目的として音楽事業を開催する。

①たまアトリウムコンサートの実施
　5月19日、11月17日、2月16日（オンライン配信）、3月16日(水)の年4回開催
　来場者数：延べ105名　視聴回数：222回
②第11回たま音楽祭をオンライン生配信で実施
　1月29日開催
　視聴回数：2,521回
③かわさき宙と緑の科学館開館50周年記念生田緑地ピクニックコンサートの開催
　5月29日開催
　来場者数：約4,800名（生田緑地⇔多摩川ピクニックラリーと同時開催）

①アトリウムコンサートの開催
6月15日、8月17日、10月26日、2月22日開催予定
②たま音楽祭の開催
1月28日開催予定
③生田緑地ピクニックコンサートの開催（多摩区制50
周年記念）
12月3日開催予定

■コロナ禍における安定的運営方法
の検討。

■コロナ禍でも安心して楽しめる事業
として対策を練りつつ実施。
■各種検証や見直しを行いつつ、必
要性のある事業については継続して
取り組む。

多摩区役所
企画課

本 麻生音楽祭開催事業

麻生区を中心に音楽活動をしている
音楽団体、小・中学校・高等学校など
の音楽グループが、それぞれの自主
性を尊重しつつ、日頃の活動の成果
を披露し、相互の交流を図り学び合い
ながら、広く区民同士のきずなを深
め、区政の推進と芸術文化の向上を
図る場として実施する。

■令和3年6月20日～7月4日の計5日間開催
　・コーラスのつどい（6/20)
　・スクールコンサート（6/26）
　・ポピュラーミュージックショー（6/27）
　・アンサンブルのつどい（7/3）
　・ファミリーコンサート（7/4）
■バナーフラッグ掲出やチラシ、ポスター、Facebook等の広報活動を通じ、「音楽の街
あさお」を多くの市民にＰＲ

■令和4年6月25日～7月17日の計6日間開催予定
　・スクールコンサート（6/25）
　・かなでようあさおの響き（6/26）
　・アンサンブルのつどい（7/3)
　・ポピュラーミュージックショー（7/9）
　・ファミリーコンサート（7/10）
　・コーラスのつどい（7/17）
■バナーフラッグ掲出やチラシ、ポスター、Facebook
等の広報活動を通じ、「音楽の街あさお」を多くの市
民にＰＲ

■「芸術・文化のまち麻生」の一翼を
担う事業として、区内の音楽団体等と
協働しながら地域に根ざした活動を行
い、麻生区の魅力を内外に発信するこ
とが求められている。

■市民が参加して企画・運営を行う麻
生音楽祭は、芸術・文化のまちづくり
を推進するために事業を継続する。
■参加者・入場者数増加のため広報
活動を強化する。

麻生区役所
企画課



事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本
あさお芸術のまちコン
サート事業

区役所に来所する区民や、地域住民
に気軽に音楽を楽しんでもらう機会を
区民参加で設けることにより、音楽
家・音楽愛好家の交流やネットワーク
作りを促進するとともに、音楽を通じ
た地域のつながりを強め、「芸術・文
化のまち麻生」にふさわしいまちづくり
を推進するため実施する。

■麻生区内居住・麻生区内を中心に活動する音楽家、音楽愛好家によるコンサート
の企画・運営（年4回）
　・秋空のハーモニー（9/26 麻生市民館ホール 321人）
　・ユニヴァーサル（11/21 新百合トウェンティワンホール 181人）
　・区内ホールコンサート（12/25 田園調布学園大学なでしこホール 41人）
　・民藝コラボコンサート（2/27 新百合トウェンティワンホール 無観客）
■音楽家の交流及びネットワークづくりの促進

■麻生区内居住・麻生区内を中心に活動する音楽
家、音楽愛好家によるコンサートの企画・運営（年4
回）
　・秋空のハーモニー（9/4 麻生市民館ホール）
　・ユニヴァーサル（11/20 新百合トウェンティワン
ホール）
　・区内ホールコンサート（12/25 田園調布学園大学
なでしこホール）
　・民藝コラボコンサート（2/19　新百合トウェンティワ
ンホール）
■区役所ロビーコンサート出張版の企画・運営協力
■ユニヴァーサルコンサートでは麻生市民館主催の
青年教室と連携した障がい者アート作品の作品展の
開催
■音楽家の交流及びネットワークづくりの促進

■音楽をより身近に感じ、麻生区の芸
術文化に触れ合うために、誰もが気軽
に音楽を楽しむ場を設けることが必要
である。
■区内居住・区内を中心に活動する
音楽家を育てる環境をつくるため、音
楽家の発掘、音楽家や芸術・文化団
体間の交流を図ることが必要である。
■かわさきパラムーブメントの理念を
生かした取組も求められている。

■区内居住・区内を中心に活動する
音楽家、音楽愛好家によるコンサート
を区内各地で引き続き開催する。
■区内の芸術・文化資源と連携しなが
らコンサートを開催していく。
■区内大学の学生等によるボランティ
ア参加についても推進していく。
■かわさきパラムーブメントの理念を
生かしながら、パラアート事業とも連
携し開催していく。

麻生区役所
企画課

②誰もが文化芸術の楽しさを享受できる機会の設定

本 音楽文化振興事業
市内の身近な場所での良質の音楽の
提供と交流による音楽のまちづくりを
推進する。

■川崎市・中国瀋陽市友好都市提携40周年記念コンサートを川崎市国際交流セン
ターホールにて開催した（令和３年９月２３日）
■オーストリア音楽家交流コンサートは、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中
止。
■東京交響楽団巡回公演を、10月6日（障害者支援施設　①50名、②50名）、2月25日
（民間児童館　33名）、3月17日（生活介護事業所　20名）計4回実施した。新型コロナ
ウイルス感染症拡大に伴い、3月1日の公演は中止。
■プラチナ音楽祭は新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止
■坂本九生誕８０周年記念事業として、音楽等を活用し、市内の様々な団体等と連携
し坂本九の魅力を発信するため、記念事業に係る企画に使用する名称及び肖像権の
許諾業務を実施した。

■オーストリア・ザルツブルク市との友好都市提携３
０周年を記念した音楽等による文化交流事業の開催
■ドイツ・リューベック市との友好都市提携３０周年を
記念した音楽等による文化交流事業の開催
■プラチナ音楽祭の開催
■東京交響楽団巡回コンサートの開催（5回）

■市内音楽大学、フランチャイズオー
ケストラ及び市内で活動する音楽団体
などの音楽資源を活用し、広く市民へ
音楽のすそ野を広げていくため、市内
で活動している音楽団体や演奏会等
について、広く周知していくと共に､｢晴
れの舞台」としての演奏機会の提供し
ていく必要がある。
■姉妹・友好都市及びその文化等に
ついて認識と理解を深めるため、周年
事業の機会を捉え、魅力ある演奏会
を開催するなど、広く市民へ発信して
いく必要がある。
■プラチナ音楽祭をコロナ禍での開催
も見据えて準備・検討していく必要が
ある。

■フランチャイズオーケストラの活用
に加え、市民への演奏機会の提供な
ど、良質な音楽を市民へ届けると同時
に、演奏活動を行っている音楽団体
等の市民への演奏機会の提供を引き
続き行い、音楽文化の振興促進を
行っていく。
■姉妹・友好都市との周年事業の機
会を捉え、海外の演奏家の招聘及び
交流の場を設けるなど、相互の国の
音楽文化を知る機会を提供し、姉妹・
友好都市との関係強化及び音楽文化
の更なる振興を進める。
■シニア世代の方々が文化活動に参
加する機会を広げ、生きがいづくりを
応援するため、引き続きプラチナ音楽
祭を開催する。

市民文化局
市民文化振
興室

本
障害者社会参加促進事
業

障害者への理解を促進する普及・啓
発やスポーツ振興事業等を実施し、
地域社会での障害者の自立と社会参
加を促進する。

■障害者週間（12月3日～9日）に合わせ、「心の輪を広げる体験作文」及び「障害者
週間のポスター」の募集及び作品の表彰など障害福祉普及啓発イベントを実施した。

■障害者週間（12月3日～9日）に合わせ、障害福祉
普及啓発イベントを実施。

継続実施 継続実施

健康福祉局
障害者社会
参加・就労支
援課

複 市民文化局市民文化振興室川崎シンフォニーホール管理運営事業

　子ども連れの方、病院や施設に入院・入所中の方等に、気軽に文化芸術に触れてもらう鑑賞機会の提供等を行っていきます。



施策3　文化芸術活動への市民参加の促進

①文化芸術活動を行う環境の拡充

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 社会教育振興事業

大学等との連携を推進して、市民に
多様な学習や活動の機会を提供する
とともに、市民の出会いや学び、社会
参画を支援する。

■市内の５校の大学と１校の専門学校と連携し、市民向けの講座やイベントなど４７
事業を実施した。
■市内の大学等高等教育機関が市民の生涯学習の支援に向けて情報共有を行う会
議「川崎市生涯学習大学等高等教育機関連絡会議」を書面開催を含め２回開催し
た。
■教育文化会館・市民館・分館で、市民の企画提案により市民と協働で講座や講演
会等を開催する市民自主事業を実施し、様々な地域の文化振興に関する事業が実施
された。

■市内の大学や専門学校と連携し、市民向けの講
座やイベントなどを実施する。
■市内の大学等高等教育機関が市民の生涯学習
の支援に向けて情報共有を行う会議「川崎市生涯学
習大学等高等教育機関連絡会議」を開催する。
■教育文化会館・市民館・分館で、市民の企画提案
により市民と協働で講座や講演会等を開催する市民
自主事業で、様々な地域の文化振興に関する事業
を実施する。

■個々の学校との連携による事業実
施は活発に行われているが、大学や
専門学校間の連携が弱いため、更な
る連携づくりを行う必要がある。
■文化団体との連携による体験講座
の開催など、生涯学習活動への市民
参加を促進するとともに、文化団体の
活性化を図っていく必要がある。

■引き続き、大学等高等教育機関と
の連携を進めて、多様な学習や活動
の機会を提供するとともに、教育文化
会館・市民館・分館を中心に、市民の
出会いと学び、社会参画を支援する。

教育委員会
生涯学習推
進課

学校施設の有効活用事
業

学校教育に支障のない範囲で川崎市
市立学校の施設を市民の利用に供す
ることによって、川崎市における生涯
学習の振興を図る。

■校庭145校、体育館166校、特別教室134校、夜間校庭開放７校で学校施設の開放
を実施するとともに、社会教育施設に準ずる施設・設備を備えた特別教室等（４か所）
を開放し、市民の生涯学習活動を支援した。
■利用の少ない特別教室の更なる活用を推進するためのプロジェクト「Kawasaki教室
シェアリング」について、庁内で相互に連携して推進を図るための庁内体制を構築し
た。

■校庭145校、体育館167校、特別教室133校、夜間
校庭７校で学校施設の開放を実施するとともに、社
会教育施設に準ずる施設・設備を備えた特別教室等
（４か所）を特別開放施設として開放し、市民の生涯
学習活動を支援する。
■「Kawasaki教室シェアリング」について、庁内で相
互に連携して推進を図る。

■施設の有効活用の促進に当たって
は、その業務が学校教職員等の負担
とならないよう、利用団体の登録から
始まる一連の事務の運用の在り方を
見直す必要がある。
■施設使用料については、導入から
数年が経過し手続等について利用者
にも一定の定着が見られるものの、そ
の金額の在り方について受益者負担
の考え方と光熱水費等の経費の関係
で検討を要する。

■学校施設有効活用事業を継続実施
するとともに、更なる充実を図る。

教育委員会
地域教育推
進課

複 市民文化局市民スポーツ室

複 市民文化局市民文化振興室

　市民や地域で活動を行っている文化団体は、文化芸術活動の主要な担い手として、様々な活動に取り組んでいます。市民の文化芸術活動への参加を促進するため、活動を行える環境や、活動場所等の情報を手に入れられる環境の整備
を行っていきます。
　また、高齢者や障がいのある方が自ら文化芸術活動に参加できる機会を提供していきます。

　施設の有効活用を図る等、市民や文化団体が文化芸術活動を行う環境の充実を目指していきます。

スポーツ・文化複合施設整備等事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業



②文化芸術活動を行うための情報の整備

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 広報事業
市政だよりや広報誌を通じて市政に
関する情報を積極的に提供する。

■令和３年５月から１日号と２１日号を合併し、１日号のみとし、21日号の特集記事の
1ページ分、掲載できる情報量が増加したとともに、読みやすさと、川崎の魅力が伝わ
る紙面づくりに重点を置いた効果的な発信を行った。また、毎月、市内の博物館や音
楽ホールの情報を掲載した。
■市勢のあらましを紹介する市勢要覧2021年度版を25,000部発行した。
■本市の魅力やイベントをホームページに掲載し、ビジュアルエリアなども活用しＰＲ
を行った。

■市勢のあらましを紹介する市勢要覧2022年度版を
令和４年４月に発行する。

■市政だよりについて、令和４年９月
号から町内会での配布と事業者によ
るポスティングの選択制を実施してく
が、より多くの人に効果的に届くように
する必要がある。
■ホームページのアクセシビリティ、
ユーザビリティを向上させ、より多くの
方に本市の市政情報と魅力を伝える
ことが課題となる。

■市政だよりについて、公共施設や公
共交通機関などでの配布箇所を増や
す。
■ホームページのアクセシビリティ、
ユーザビリティを維持向上させ、より
広く本市の文化・芸術に関する情報を
発信する。

総務企画局
シティプロ
モーション推
進室

本 情報プラザ等広報事業

情報プラザや各区市政資料コー
ナー、広報掲示板等を活用して川崎
の行政情報や魅力を市内外に積極的
に提供する。

■株式会社サイネックスに行政情報を提供し、2021年版「かわさき生活ガイド（市民便
利帳）」が掲載された地域情報冊子を発行した。
■情報プラザや各区市政資料コーナーで文化芸術関連事業を含めた、さまざまな冊
子・パンフレット等を市民に閲覧・提供した。また有償刊行物を販売した。
■川崎駅地下街のショーウィンドウの一部を広報コーナーとして利用し、文化芸術関
連事業を含めた市の事業にかかる企画展示を2週間単位で実施した。
■市政だよりの掲載基準外で、広報掲示板で扱っていた「啓発情報」を市政だよりに
掲載できることにし、情報の一元化を図り、広報掲示板の使用を終了した。なお、広報
掲示板のうち、大きな破損がなく安全に使用でき、道路・公園・市営住宅内に設置され
ているものについては、希望に応じて町内会・自治会に譲与した。

■株式会社サイネックスに行政情報を提供し、2022
年版「かわさき生活ガイド（市民便利帳）」が掲載され
た地域情報冊子を発行する。
■情報プラザや各区市政資料コーナーで文化芸術
関連事業を含めた、さまざまな冊子・パンフレット等
を市民に閲覧・提供する。また有償刊行物の販売を
行う。
■川崎駅地下街のショーウィンドウの一部を広報
コーナーとして利用し、文化芸術関連事業を含めた
市の事業にかかる企画展示を2週間単位で実施す
る。

■新庁舎移転後、情報発信コーナー
での情報発信手法について紙媒体だ
けでなく、効果的な広報を検討していく
必要がある。

■新庁舎建て替えに伴う情報プラザ
の移転

■紙媒体だけでなく、ツイッターやホー
ムページなどのメディアとの連携によ
る効果的な広報に取り組む。

■移転が予定される情報プラザでの
効果的な情報発信の検討

総務企画局
シティプロ
モーション推
進室

本 放送事業

テレビ・ラジオ放送やホームページを
通じて川崎の魅力を広域的に発信
し、シティセールス・イメージアップと
地域のコミュニティづくりを推進する。

■通年にわたり、テレビ（tvk）、ラジオ（かわさきＦＭ、エフエム横浜）で、本市の広報番
組を放送した。
■ＪＲ川崎駅に設置された、アゼリアビジョンと河川情報表示板を活用して、文化芸術
関連事業を含めた市民生活に関連の深い情報を発信した。
■コミュニティ放送局であるかわさきＦＭについては、市政情報を発信すると同時に、
災害時の体制について確認した。

■通年にわたり、テレビ（tvk）、ラジオ（かわさきＦＭ、
エフエム横浜）で、本市の広報番組を放送する。
■ＪＲ川崎駅に設置された、アゼリアビジョンを活用
して、文化芸術関連事業を含めた市民生活に関連
の深い情報を発信する。
■コミュニティ放送局であるかわさきＦＭについて
は、市政情報や災害情報をタイムリーに放送する。

■川崎市広報番組の充実をはかり、
さらに、広報番組自体の認知度を高
めることが今後とも、必要である。
■また、本市の出資法人でもあるかわ
さきＦＭについては、スポンサー付き
の番組を増やし、財政基盤の強化を
図ることが課題となっている。

■引き続き、本市の魅力発信を積極
的に行い、イメージアップ向上に資す
る番組作り及び情報発信を行ってい
く。

総務企画局
シティプロ
モーション推
進室

本 文化行政推進事業
文化芸術振興計画に基づき文化芸術
振興施策を総合的・計画的に進める。

■第2期文化芸術振興計画に基づき、各事業の進捗把握及び課題や今後の事業の
方向性を整理した
■令和2年度文化アセスメント対象事業（川崎市文化芸術活動支援事業（川崎市文化
芸術活動支援奨励金））について市長へ報告を行った。

■第2期文化芸術振興計画に基づき、各事業の進捗
把握を把握する。
■市の主要な文化事業について文化アセスメントを
実施する。

■文化アセスメントがより効果的なも
のとなるよう、文化芸術振興会議を的
確に運営していく必要がある。

■第2期文化芸術振興計画に基づき、
各事業の効果的な進行管理を行って
いく。
■第3機文化芸術振興計画の策定を
行う。

市民文化局
市民文化振
興室

　文化芸術活動を行いたい市民と、地域の文化芸術活動ができる場所や活動団体等の情報を結びつけるマッチング機能の充実を目指していきます。



③文化芸術活動を発表する場の提供

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 ＩｎＵｎｉｔｙ開催事業

地域で活動するアマチュアバンドやダ
ンスユニットに、日頃の成果を大舞台
で発表する場を提供するとともに、音
楽を通じて区内の幅広い地域・世代
間の交流を図ることを目的として、区
民の手作りによる音楽ライブを開催
し、区における「音楽のまち・かわさ
き」を推進する。

①In Unity2022は感染症拡大のため、無観客オンライン配信で実施した。
②特別企画として「カワサキ学生バンドオーディション」を開催。最優秀に選ばれた高
校生がIn Unity2022に出演したことに加え、オリジナル楽曲をレコーディングし、タワー
レコードグランツリー武蔵小杉店でCDを発売した。
③地元企業や団体と連携して、地域のこども食堂のイベントにてPRライブを実施。

①令和5年1月21、22日開催の「In Unity2022」を実施
②中原区内の施設を活用したPRイベントの実施

今後継続的に事業を実施するため
に、委員会の自立を含めた持続可能
な運営体制の構築が課題となってい
る。

今後も継続して実施し、「音楽による
潤いのあるまちづくり」の推進を図る。

中原区役所
企画課

本 文化振興事業
文化振興を図り、区民の文化の薫り
溢れる暮らしづくりに寄与する。

・文化に関連した施設や人が集積しているという特性を活用して、ゴールデンウイーク
を中心に開催されている地域主体の総合芸術祭「川崎・しんゆり芸術祭アルテリッカし
んゆり」を支援し、３２演目・４１公演を行い、公演以外の屋外イベント参加者数も合わ
せ、総来場者数２９，３００人となった。
・市・川崎市文化財団、映画大学、音楽大学等で「芸術によるまちづくり・かわさき」実
行委員会を組織し、国庫補助金を活用したアート講座及びラゾーナ川崎プラザソルに
おける「演劇公演」等を実施し、舞台芸術を中心とした人材育成及び、ボランティア育
成を支援した。アートボランティア数は、２００人となり、地域における広がりを見せて
いる。

■オペラ、コンサート、寄席、バレエなど多彩なジャン
ルで３１演目・４０公演を実施する。
■アート講座は、音楽や舞台芸術関係の著名人や
地域の文化人材を講師に迎え、講座としての魅力向
上を図る。

■市民参加の機会を拡大させ、さまざ
まなキャリアを持つ人材を活かしなが
ら取り組む等、より地域性を高めてい
くことが必要となっている。また、市民
ニーズの把握に努め、魅力ある公演
等を実施することにより、「川崎・しん
ゆり芸術祭」の周知と、さらなる来場者
の拡大を図り、市補助金への依存度
を軽減させていく必要がある。

芸術祭を支えるアートボランティアの
育成を図ることで、地域主体となる事
業として成立することを目指す。
交通の利便性を生かし、市内外から
集客を図り、まち全体の魅力向上と活
力を引き出す。

高津区役所
生涯学習支
援課

本
響け！みやまえ太鼓ミー
ティング

区内の民俗芸能や和太鼓の発表を
通して区の文化･伝承を再認識し、演
奏者と来場者の交流や太鼓団体間の
ネットﾜｰｸによる区民相互の連帯感を
高める。

■コロナ感染予防のため開催中止。本来は、令和3年8月28日に宮前市民館大ホー
ル及び区役所市民広場で開催、実施主体は実行委員会、区内で活動する太鼓グ
ループ及びゲスト奏者のほか、区の伝統・民俗芸能の披露、区内中学校の協力のも
と、「宮前ねぷた」の披露、区内保育園の荒馬踊り、ゲスト奏者によるワークショップ等
を行う予定だった。

■令和4年8月27日（土）に宮前市民館大ホールで開
催予定。実施主体は実行委員会。

■演奏会の構成等について、マンネリ
化を防ぐため、新たな取組等が必要。
■感染症下において安全・安心な開
催手法を確立していく必要がある。

■区の民俗芸能の保存・継承という側
面を重視していくとともに、地域や学
校等との連携をさらに深めていく企
画・演出について検討していく。

宮前区役所
企画課

本 多摩まちかど祭
文化芸術活動を営む区民に発表の場
を提供し、区のより豊かな文化創造に
寄与する。

■コロナ感染拡大防止の観点から中止 ■10月15日多摩区民祭会場において実施予定

■年々参加を希望する団体が増加し
ているが、開催時間・会場に制限があ
るため、出演団体数や決定方法、各
団体の出演時間等について検討が必
要である。

継続実施
多摩区役所
企画課

複 市民文化活動支援事業
多彩な文化芸術活動の振興と市民文
化の育成及び交流を図る。

■第50回文化賞等について、8組の受賞者を決定し、11月に国際交流センターで贈呈
式を実施した。また、スポーツで特に顕著な活躍をした6組にスポーツ特別賞を贈呈し
た。
■市民公募により結成された合唱団と市民オーケストラが合同で練習を重ね、「市民
第九コンサート」をミューザ川崎シンフォニーホールで実施した。令和3年12月19日に
実施し、合唱団152人、来場者数981人

■第51回文化賞等について、受賞者を決定し、11月
に国際交流センターで贈呈式を実施予定。
■市民第九コンサートについて、12月11日にミュー
ザ川崎シンフォニーホールにて実施予定。

市民の多様なニーズに合った事業の
実施と市民の参加などの協働による
文化芸術活動が求められている。

市民参加型事業については、今後と
も新規参加者が増大するよう、今後と
も魅力ある事業展開について、関係
団体と協議等を行い市民のニーズに
応えられるよう、事業を実施していく。

市民文化局
市民文化振
興室

複 市民文化局市民生活部多文化共生推進課

複 市民文化局市民スポーツ室

複 市民文化局市民文化振興室

　市民や文化団体の文化芸術活動を発表する場所を提供するとともに、そうした情報の提供方法について整備していきます。

交流推進事業

スポーツ・文化複合施設整備等事業

川崎シンフォニーホール管理運営事業



④様々な方が文化芸術活動に参加する機会の提供

事業名 概要 R3実施実績・効果等 R4実施予定 課題 方向性 所属名

本 パラアート推進事業

東京2020オリンピンク・パラリンピック
のレガシーとして社会的包摂の進ん
だまちづくりを目指し、展覧会など、障
害者による文化芸術の普及促進など
を通じて、障害の有無にかかわらず
文化芸術に親しめる環境づくりを進め
る。

■美術作品展／Colors かわさき展：来場者数1,057人、巡回展①：市バス乗車数約
39,000人、巡回展②：グランツリー観覧者数約3,500人、おうちでColorsかわさき展(リ
モートで実施)
■ネットワークプログラム／学芸員さんに学ぼう！～アート作品の展示方法～：15人、
パラアート・ミーティング：参加者31人
■一般公募プログラム／パラアート絵画教室「アトリエひらま」：参加者数76人、キャッ
プアートでABCプログラム：参加者数88人・応募作品38点、音を絵にしてみよう！子ど
も達＆障がい児の為のジャズでアートチャレンジ教室：参加者数80人、かわさきミュー
ジックチャレンジ コンサート：参加者数110人、こころに響く打楽器つくっちゃお：参加者
数延160人
■連携プログラム／令和3年度川崎市障害者作品展内ワークショップ：参加者延べ33
人、あさお芸術のまちコンサート）：パラアート作品展の設置、かわさき大好きプロジェ
クト　パラアート作品展：作品展示
■情報収集・発信サイト「ぱらあーとねっと」の運営
■「ぱらあーとねっと」内に相談窓口を設置し、パラアート活動に関する相談に対する
支援を実施。

■美術作品展／Colors かわさき展、巡回展の実施
■パラアート・ミーティングの実施
■一般公募プログラム（5団体予定）
■他の実施主体の取組と連携
■情報収集・発信サイト「ぱらあーとねっと」の運営
■「ぱらあーとねっと」内に相談窓口の運営

H31から事業が文化財団に移管され
ているため、文化財団との連携強化

引き続き、文化財団と連携しながらパ
ラアートを推進していく。

市民文化局
市民文化振
興室

本
川崎市老人福祉施設事
業協会運営

高齢者福祉施設間相互の連絡調整
や文化事業、地域交流事業等を実施
する協会に補助を行い、適正な施設
運営や入居者の処遇向上・施設間の
相互連携を図る。

施設長会の実施等により施設間の連携が図られ、各種研修事業、行事の開催により
適正な施設運営及び入居者の処遇向上が図られた。地域交流事業として市内で年４
回、囲碁・将棋・オセロ大会等を開催し、地域との交流により地域活性化を図った。

施設長会の開催、人材確保策の検討、各種研修事
業の実施、各種行事の開催等

加入施設が増加傾向にある当該協会
の円滑かつ効率的な運営支援を行っ
ていく必要がある。

市内の高齢者施設間の連絡調整や
職員研修、人材確保、統一事業、地
域交流事業の開催等により、適正な
施設運営及び入居者の処遇向上並び
に高齢者施設間の連携を図ることを
目的に、今後も運営費を補助する必
要がある。

健康福祉局
高齢者事業
推進課

本
しあわせを呼ぶコンサー
ト

音楽を通じて障害者と健常者の相互
理解と交流を深め障害者の社会参加
と自立を促進する。

■コロナ感染予防のため開催中止。本来は、令和3年9月8日に宮前市民館大ホール
で開催、実施主体は実行委員会、第一部：宮前区内の障害者施設・作業所の利用者
の方々による合唱、第二部：一流の演奏家によるゲストステージとして構成し、併せ
て、市民館ロビーにおいて各施設での手作りの食品・作品等を展示販売し活動紹介を
行う予定だった。

■令和4年9月14日（水）に宮前市民館大ホールで開
催予定。実施主体は実行委員会、区内の福祉施設
利用者による合唱及び演奏家によるクラシック音楽
の他親しみやすい曲の演奏を実施予定。

■感染症下において安全・安心な開
催手法を確立していく必要がある。

■宮前区の障害者福祉事業として地
域に広く定着しているため、区役所及
び実行委員会による連絡調整を一
層、密にしながら、感染症下において
も事業を継続できるように、様々な開
催手法を検討していく。

宮前区役所
企画課

複 市民文化局市民文化振興室市民文化活動支援事業

　高齢者や障がいのある方等様々な方が文化芸術活動に参加し、発表等を行える機会を提供することにより社会参加を進め、目標や生きがいを持ちながらいきいきと生活できるまちづくりを目指していきます。


